
『あいさつ表現儀礼の全

の完成及び国

【課題番号１１６１０４３５】

地図』

√平成１１年度～平成１４年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））

研究成果報告書

平成１５年３月

端　義　夫
亀東学大学院教育学研究科教授）



中央図書館

は　　し　　が　　き

研究組織

研究代表者：江　端　義　夫（広島大学大学院教育学研究科教授）

交付決定額（配分額）

（金額単位：千円）

‾．直 接 経 費
間 接 経 費

合 斎

平 成 １１年 度 ８００ ０ ８００

平 成 １２年 度 ５００ ０ ５００

平 成 １３年 度 ５００ ０ ５００

平 成 １４年 度 ５００ ０ ５００

総 計 ２３００ ０ ２３００

研究発表
（１）学会誌など

江端義夫　「、「ジャン」の現代史」

『木坂基先生退官記念論文集　日本語表現法論牧』平成１１年２月１１日

江端義夫　「方言辞典のよりよい内容を求めて」

『山形方言』第３１号　平成１１年３月３１日

江端義夫　「日本語方言における語アクセント「紅葉」の現代史」

『国語教育研究』第２１号　平成１１年６月３０日

江端義夫　　一一ＡＮｅｗＩｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｏｆＤｉａｌｅｃｔＡｔｌａｓＤａｔａｏｆＴｗｏＡｇｅＧｒｏｕｐｓｉｎＪａｐａｎ’’

ＪｏｕｒｎａｌｏｆｔｈｅＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＳｏｃｉｅｔｙｆｏｒＤｉａｌｅｃｔｏｌｏｇｙａｎｄＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓ

平成１１年７月

江端義夫　「あいさつ交換儀礼の研究」

『日本語学』第１８巻１３号　平成１１年１１月１８日

江端義夫　「方言類語辞典の方法一愛知県地方語を例にして－」

『方言語桑論の方法』平成１２年３▲月３１日

江端義夫　「最近の方言研究の動向を顧みて」

『広島民俗』第５４号　平成１２年８月３１日



江端義夫　「香川県仲多度郡多度津町方言の副助詞」

『方言資料叢刊』第８号　平成１２年１１月１５日

江端義夫　「比較方言学の方法に馴染まない「つるべ」のアクセント地図に関する社会

方言地理学的解釈」

『広島大学教育学部紀要』第Ⅱ部第４９号　平成１３年２月２８日

江端義夫，・ＡＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＧｒｅ朗ｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉ。ｎｓａｎｄＢｅｈａｖｉ。ｒｉｎＪａｐａｎ一・

『社会言語科学』第３巻２号　平成１３年３月３０日

江端義夫　「柴田博士のコメントに対する回答」

『社会言語科学』第４巻１号　平成１３年１月９日

江端義夫　「日本の社会地理言語学のために」

『山形方言』第３３号　平成１３年３月３１日

江端義夫　「方言の係助詞「ゾ」と終助詞「ゾ」との関連分布についての研究

『広島大学大学院教育学研究科紀要』第Ⅱ部５０号　平成１４年２月２８日

江端義夫　「方言文明史観」

『国語教育研究』第４５号　平成１４年３月３１日

江端義夫　「談話・言語行動の方言地理学」

『方言地理学の課題』平成１４年５月２０日

江端義夫　「人間不在の方言学からの脱皮」

『２１世紀の方言学』平成１４年６月２９日

江端義夫　「日本語方言における語順間推移の法則」

『地域語研究論集　山田達也先生喜寿記念論文集』平成１４年７月１２日

（２）口頭発表

江端義夫．一ＡＧｅｏｌｉｎｇｕｌＳｔｉｃＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄＢｅｈａｖｉｏｒｉｎＪｑｐａｎ・・

３ｒｄＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＣｏｎｇｒｅｓｓｏｆＤｉａｌｅｃｔｏｌｏｇｉｓｔａｎｄＧｅｏｌｉｎｇｕｌＳｔＳ，

ＰＬＥＮＡＲＹＳＥＳＳＩＯＮ，平成１２年７月２８．日

（３）出版物

江端義夫　『話し言葉教室へようこそ』

江端義夫私家版　平成１１年７月３１日

江端義夫　『２１世紀教育実践の手引き　言語攻略の話し言葉教育』

江端義夫私家版　平成１２年３月１４日

江端義夫　『全国あいさつ行動資料』

江端義夫私家版　平成１２年１１月３０日

江端義夫　『言語攻略の音声表現教室』

江端義夫私家版　平成１３年１月１４日

江端義夫　『言語攻略の国語表現教室』

江端義夫私家版　平成１３年２月２８日

江端義夫　『朝倉日本語講座⑬方言』

朝倉書店　平成１４年１０月２０日



研 報 告



目　　　　次

Ⅰ．本研究の目的、研究経過及び本報告書の概要……‥…………………………・１

Ⅱ．家庭内での朝の出会いの挨拶が存するか否かについての方言分布が示唆

する住居様式の変化に基づく都市化の問題に関する地理言語学的研究………・３

＿＿－原題「日本のあいさつ表現とあいさつ行動の地理言語学的研究」…

Ⅲ．ポーランドでの第三回方言学者地理言語学者国際会議………………………３１

－．原題，・ＡＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉ云長－－‾－■‾■

ａｎｄＢｅｈａｖｉｏｒｉｎＪａｐａｎ７一－－－

Ⅳ．フィリピンでの方言実地調査に基づき家庭内での朝の挨拶が存するか

否か（すなわち、都市化の指標、ＡＳｉｇｎｏｆＵｆｂａｎｉｚａｔｉｏｎの存否）に関する「あ

いさつ表現とあいさつ行動」儀礼の研究 ５９



Ⅰ．本研究の目的、研究経過及び本報告書の概要

１．本研究の目的

本研究の目的は以下のａからｂまでの８つに集約される。

ａ．文表現以上の言語単位を研究対象にした、世界最初の言語地図を目指す。

ｂ．音韻・文法・語彙を包括した総合的な言語地図を目指す。

ｃ．国民の創造的な発想法を事実として記録した言語地図を目指す。

ｄ．全国５００地点のあいさつコミュニケーション言語地図を目指す。

ｅ．「あいさつ行動」を地図に表現して、「あいさつ表現儀礼」の国民的文化を明らか

にする。

£年中行事にかんするあいさつをも取り入れて、伝統と文化と習俗との関係を明らか

にする。

ｇ．地域の民俗・習俗に関する「あいさつ」儀礼を項目にとりいれ、それらの実態を明

らかにする。

ｂ．資料地図と解釈地図との調和を考えた言語地図を目指す。

以上の目的のもとに、全国あいさつ表現儀礼研究を推進している。

２．研究経過

本研究プロジェクトは４年計画で進められた。

（１）平成１１年度…＿＿＿…＿＿この年度は、引き続き、全国規模での依頼通信調査を実施し

た。地方の識者に実地調査を依頼し、被調査者の自宅を訪ねて方言調査を実施していただ

く形式であり、先に私が実地調査を行ったものに準ずる質の資料が得られたと考えている。

地方の識者が届けてくださった資料と私の実地調査資料を合計すると、年度末で４００地点

になった。予定した５００地点に限りなく近づいた。

（２）平成１２年度－＿＿－＿＿－＿－－＿三度目の全国通信依頼調査を実施した。地方の識者に実地調

査を依頼し、適切な被調査者からあいさつ行動を書き取る重労働をお願いした。やっとの

ことで、５００地点を超えた。至難の苦労を伴ったが、成功したと思っている。

７月２４日から７月２９日まで、ポーランドのマリー・キュリー大学で開催された第三回

方言学者地理言語学者国際会議で、招待講演をさせていただくことになった。題目は以下

の通りである。

一一ＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄＢｅｈａｖｉｏｒｉｎＪａｐａｎ”

上の招待講演原稿を、プロシーデングに掲載することを求められた。しかし、丁重に辞退

させていただき、日本の社会言語学会の機関誌に投稿することになった。

（３）平成１３年度＿＿…＿＿＿本研究を発表するための基礎図を三種類、ロットリングし、印

刷した。たとえば白地図、Ａ２、Ａ３の白地図などを印刷した。国際レベルの解釈に備えて、

欧州で刊行された高価な最新の大型言語地図を購入した。
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（４）平成１４年度…－＿＿…＿＿＿＿新聞紙の大きさのＡｌ版白地図を追加印刷した。コンピュー

タ言語地図化に向けて、実験的な作業を開始した０他方で、先にポーランドにおいて発表

した研究内容を発展的に検証するために、フィリピンでの方言調査を計画し、実行した。

３．本報告書の概要

（１）第一部　家庭内での朝の出会いの挨拶が存するか否かについての方言分布が示唆

する居住様式の変化に基づく都市化の問題に関する地理言語学的研究

＿＿…原題「日本のあいさつ表現とあいさつ行動の地理言語学的研究」－．岬

本稿を英文に翻訳した原稿が、ポーランドで発表された。それが、日本の社会言語学会

の機関誌『社会言語科学』Ⅴ。１．３－２に掲載された。しかし、当舞のこととは言えども、国

際会議で発表された言語地図や資料が大幅に削除されたり、枚数制限もあったりして、意

を尽くせなかった。しかも都市化に的を絞りこむ必要などがあったために、所期の意図を

十分には表現し得なかった気がした。そこで、改めて、元の原稿のままを掲載することに

して、未分化なままの所期の思いを再現することにしたのである。

（２）第二部　ポーランドでの第三回方言学者地理言語学国際会議

－－－－原題一一ＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄＢｅｈａｖｉｏｒｉｎＪａｐａｎ７１－－－一

日本では常識と見なされていても、外国では常識ではないことがらがある０たとえば、

家の中の各部屋に鍵をかけるか否かという問題である。朝の家族同士の出会いの挨拶は、

居住環境に左右される面が大きい。それを問題にした。都市化と過疎化では説明のつかな

い問題なので、絵やデータを多用することを積極的に行い、地理言語学的解釈の発展を期

した。『社会言語科学』に採用された簡潔なものとは異なり、台所まで見通せる冗漫なも

のである。初めの意図は、こちらの方が鮮明に出ているように思われたので、訂正前の稚

拙な英語の方を掲載させていただくことにした。

（３）第三部　フィリピンでの方言実地調査に基づき家庭内での朝の挨拶が存するか否

か（すなわち、都市化の指標、ＡＳｉｇｎｏｆＵｒｂａｎｉｚａｔｉｏｎの存否）に関する「あい

さつ表現とあいさつ行動」儀礼の研究

朝起きた時に家族内での特定形式の挨拶が無いのは、世界共通のルールかも知れないと

いう課題を携えて、フィリピンでの方言調査を実施した。その結果は、予想した通りであ

った。しかも、部屋と部屋との間に仕切りを設けない居住環境では、日本と同じ挨拶行動

に従う規範が認められることが見いだされた。面白い発見であった。

以上を報告する。
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Ⅱ．家庭内での朝の出会いの挨拶が存するか否かについての方言分布が

示唆する住居様式の変化に基づく都市化の問題に関する地理言語学

的研究

＿＿－－原題「日本のあいさつ表現とあいさつ行動の地理言語学的研究ト．－－

１はじめに

１．１日本での一般的な地理方言学的研究

今までの日本での地理言語学的研究の多くは、音韻・文法・語糞を対象にしたものであ

った。その質問文の対象は単語であることが多かった０たとえば『日本言語地図』や『方

言文法全国地図』そして『瀬戸内海言語地図』『糸魚川言語地図』などがその例として挙

げられる。筆者の研究の場合もその流れに沿っていた。たとえば『Ｄｉａｌｅｃｔ。ｌｉｇｉａ ｅｔ

Ｇｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃａ』（７／１９９９）に載った拙文の「ＡＮｅｗＩｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｏｆＤｉａｌｅｃｔＡｔｌａｓＤａｔａ。ｆＴｗｏ

ＡｇｅＧｒｏｕｐｓｉｎＪａｐａｎＪは、述部の形式を問題とした旧来の方法に基づいた研究である０

１．２　筆者の新しい企画

今回の筆者の研究は、「文」や「言語行動」を調査項目にしている。すなわち、あいさ

つ表現及びあいさつ行動を一括して体系的に問題としている。そうすると、いままでとは

違った解釈の仕方が必要になった。結局、この方法によって、総合的な人間生活史が明ら

かになることが判明した。

１．３　あいさつ表現とあいさつ行動の研究の新しさ

調査項目を「あいさつ表現及びあいさつ行動」に限定した。日本人のあいさつ生活を１１

分野に分類した。そして、全国の方言調査を実施し、その結果を言語地図に表した。その

分布図の解釈のために、社会の変化や文物の移動に伴う日本人の生活資料が必要であるこ

とが分かってきた。

「文」以上の単位を調査項目とした言語地図の解釈は、むずかしい。しかしこれは、夢

のある新しい研究額域であると思われる。

１．４目的

本稿の目的は、二つある。一つは、「朝、起きた時に、家族とどのようなあいさつ鯛

とあいさつ行動をするか」というコミュニケーションの言語地図を解釈することである。

もう一つは、「朝、家を出かける時に、家族にどのようなあいさつ表現及びあいさつ行動

をするか」というコミュニケーションの言語地図を解釈する羊とである。

本稿では、３つの質問項目を研究の資料に使うだけである。その他の８５項目について

は、後の研究に委ねられる。どのような解釈が展開するか未定である。
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２　方法

２．１方言調査票

日本人のあいさつ表現及びあいさつ行動を体系的に調査するために、それらを以下の１１

種類に分類し、８８の質問文を用意した。その枠組みは、以下のとおりである。

１）朝・昼・晩　２）別れ・辞去・見送り　３）労働　４）結婿　５）買い物　６）葬式　７）人生

儀礼　８）感謝・詫び・贈答　９）見舞い１０）年中行事１１）社交

今回の研究では、「朝・昼・晩のあいさつ」の中の「朝のあいさつ」の中から、３つのあ

いさつだけを取り出して、研究の対象にした。

２．２　調査の種類と回数

ａ，１９９４年から１９９７年まで。全国各都道府県の「村」を対象にした隣地調査。筆者自

身が実際に隣地調査を実施して、全国４７箇所で調査資料を収集した。

ｂ，１９９６年から１９９７年まで。統一調査票に基づく第一回全国通信調査。

ｃ，１９９９年から２０００年まで。統一調査票に基づく第二回全国通信調査。

本研究での通信調査は、普通の通信調査とは異なる。識者に依頼して、実際に被調査者

の自宅に出かけていただき、実質的な実地調査を依頼している。したがって、筆者が調査

しなかっただけで、実際の実地調査は行われている。それゆえ、資料の質の高さは、信頼

できるものになっている。一般に言われているような通信調査におけるように、表記法の

信頼できない調査票が返送されてきて、それに基づいて処理するという類の通信調査は取

らなかった。筆者は、実地調査という通信調査法によっている。

本研究では、これらのａ，ｂ，Ｃを合計して、約５００地点で約１１００人ぐらいの被調査者から

得た方言データを使用する。

２．３　言語地図の作成方法

今回は、手書きの白地図にゴム印のスタンプを押していく制作方法である。今後はコン

ピュータを利用した言語地図に変更していくことも考えている。

３　朝、家族と出会ってするあいさつ表現及びあいさつ行動

３．１Ｍａｐｌ『Ｇｒｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｍｅｅｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｍｉｎｇ』の解釈に

ついて

この地図は１９９４年から２０００年までの間に行われた全ての調査結果が統合されている。

質問文は、「朝、起きたとき、家族どうしで、どのような挨拶をしますか。」である。

この地図の解釈では、次の三つのことを指摘したい。

３．１．１０ＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡｌＭＡＳＵ又はＯＨＡＹＯＯの全国広域分布

日本列島の全域に広く、ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡｌＭＡＳＵ又はＯＨＡＹＯＯという言い方が分布し

ている。丸印の符号で示されている。これは、日本語の標準語である。朝起きたときに誰

かに声をかける一定の決まり文句である。その文の意味は、「早く起きたね」とか「早く
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出会ったね」である。「早い」出会いを誉め讃える評価の心持ちが表明されている。

ところで、日本では「家」の中の家族の構成員に一体感が強い。家族同士では、声をか

けない方が自然だとする考え方が、一般的である。

このような地方の感情に反して、ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＮＭＡＳＵという言い方が全国に広く分

布している現実がある。これを私は、近代になってから全国に普及した新しい言い方であ

ろう、と理解している。

３．１．２　０Ⅹ汀ＡＸＡ、ＭＥＧＡ－ＳＡＭＥＴＡＫＡの全国散在分布

ｏＫＩＴＡ弘「起きたか」やＭＥＧＡＳＡＭＥＴＡＫＡ「目が醒めたか」は、相手の実際の行動

を言葉で確認したものである。その点が、これらは、技巧的ではない。先の例のように、

相手を賞賛する発想の「おはようございます」とは全く異なっている。批評以前の発想法

である。原始的であり、また、洗練されてもいない。これらの行動描写的な言い方が条件

反射的に全国に分布する。

３．１．３　無言という言語行為

Ｍａｐｌでは、朝起きたときに家族への挨拶をしない地点が全国各地に広く分布している０

星印の符号で示されている。

親しい家族が同居しているのだから、喜びや悲しみを共有するために、言葉の交換をす

るのは、ごく当たり前のことである。ところが、親しい間柄だから、むしろ黙って何も言

わないのだというのは、どういうことなのであろうか０

３．２なぜ、朝起きたときに家族とのあいさつ表現をしない地点が県庁所在地から遠く離れ

て存在するのか

Ｍａｐ２『Ａｃｏｍｐａｒｉ喝ｔｈｅＳｔａｒｍａｒｋｓｗｉｔｈｔｈｅｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌｐｌａｃ田』について考えてみる。こ

れは、Ｍａｐｌの星印を残して、各県庁所在地を書き込んだ地図である。このＭａｐ２を見

ると、例外なく、全ての星印が、県庁所在地から遠く離れて分布している。都道府県の県

庁所在地は、一般的に人口の多い繁華な所である。そのような都市から離れた場所に、星

印が存在している。すなわち・各県における過疎地か辺部な地域に星印の符号が分布して

いるのである。

このような星印の分布状況軋この「無言」という言語行為が、日本における古い因習

に基づく何かであることを我々に示唆していると言ってよいだろう。

３３　なぜ、朝方に家族とのあいさつ行為の無い地点が山地に偏在するのか

Ｍａｐ３『ＡＣｏｍｐａｒｉｎｇｔｈｅＳｔａｒｍａｒｋｓｗｉｔｈｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｍ。ｕｎｔａｉｎｒａｎｇｅｓｉｎＪａｐａｎ』を

見てみよう。これは、Ｍａｐ２の地図に、１０００ｍ以上の山脈を書き込んだものである。これ

を見ると、星印で表した「朝方の家族とのあいさつ行為が無言」である地点が、二、三の

例外を除いて、山間地にある０ただし、例外として、沿岸に分布するのは、静岡県と長崎

県と熊本県とである。ただし、これらの地域も各県の辺境である０

このように、星印は、平野部ではないところに見られ、都市生活とは異なった昔からの

－５一



生活習慣を維持する生活と関係がありそうなことが明らかとなる。人口の少ない過疎地域

に「無言」の言語習慣があり、これが古来の日本の村社会の伝統だということが分かる。

３．４朝の出会いのあいさつ行為は、親戚や嫁に対して行う

Ｍａｐ４『ＡＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｔｏｔｈｅｒｅｌａｔｉｖｅｓａｔｔｈｅｆｈｓｔｍｅｅｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｒｍｉｇ』を見てみ

ょぅ。これは、臨地調査の際に被調査者が言い添えたコメントで、当該項目の解釈にとっ

て重要と見なされるものを取り出した図である。

朝のあいさつ行為が、家族同士では行われなくても、嫁や宿泊する親戚に対しては行わ

れるという点に注目したい。「嫁」は家族の者同士のあいさつが無くても、舅や姑に対し

て、必ず先に朝のあいさつをしなければならないのである。

以下の表は、地図の番号と一致させている。

（『被調査者のコメント』Ｍａｐ４の中の地点１～６）

地点１、戸沢村・山形県（寺内金兵衛１９２９生、山内サク子１９２８生、小林貞子１９２８生）

○唱や掛ま互いに朝のあいさつをしないが、嫁さんにはする。嫁が

ｏｍＹＯＯ－ＧＯＺＡＩＭＡＳＵと言う。それに対して義父母はＯｍＹＯＯと言う。」

地点２、鳥越村、石川県（島田克三１９２９生）

ｏｒ家族同士の朝のあいさつは無かった。しかし、嫁は舅や姑が起きてこられたら・

畳に手をついて、丁重にあいさつをした。特に家長に対しては丁重にした０」

地点３、南山城村、京都府（手中定之１９１２生、伊賀公乃１９１５生、松本保１９２２生）

ｏｒ嫁が舅や姑にＯＨＡＹＯＯ－ＳＡＮと言った０すると舅は嫁にＯＨＡＹＯＯとか、ｆｎＹＡｌＤＥ

とか言った。息子と親とはあいさつ行為が無かった０」

地点４、豊岡村、静岡県（松下政男１９１８生、松下しずの１９２２生）

ｏｒｏＨＡＹＯＯ－ＧＯＺ。ＡＪＭＡＳＵと親戚の子が泊まりに来れば、朝のあいさつをする。普

段はあらたまってあいさつはしなかった０親からあいさつを強要されたこともなかっ

た。」

地点５、生野町、兵庫県（橋本晴夫１９３２生、藤本つや子１９２５生）

ｏｒ親戚の者が泊まっていけば、泊まった方が先にＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡｌＭＡＳＵと、家の

者に言った。普通は、家庭内での朝のあいさつはしなかった。」

地点６、四賀村、長野県（小口凪海１９２２生）

ｏｒ姉が嫁に行き、七日目に里帰りしてきて・実家に泊まった。朝起きてくると家の

者が姉にＯｍＹＯＯだったか、ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡｌＭＡＳＵだか、あいさつをした。そ

れまでは、姉に対して朝のあいさつをしていなかった。すると、姉が本当に余所の

人になってしまったという感じがした。物心ついた頃の思い出だ０」

以上、被調査者のコメントが示唆するように、日本の田舎では、古くは、家庭内での

朝の出会いのあいさつは無かったと考えてよい。ただし、家庭内に３世代が同居していれ

ば、朝、「嫁」が先に義理の父母へあいさつ行為を行う義務があった。あいさつ行為は、
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血の繋がりの無いことを明示することであった。たとえ結婚して数十年経っていても、

「嫁」は「親戚」と同等に扱われ、あいさつ行為を行う関係が維持されてきた。

３．５「障子や唐紙」による伝統的な日本家屋の構造が、家族間のあいさつ行為を阻んだ

伝統的な日本の家屋には、金属やコンクリートが使用されない。木材を巧みに組み合わ

せ、地震にも耐えられ、湿気に、も強い家を建築してきた。特に地方では、萱葺きの屋根が

見られ、夏の暑さと湿気を避けるための工夫がなされてきた。また、通気性をよく考えた

家の構造にもなっている。（ＰｉｃｔｕｒｅＡ－１～Ａ－２参照）

日本の伝統的な家屋には、鍵のついた戸を開けたり閉めたりする部屋が無い。部屋と部

屋との境は、障子の戸や襖で仕切られているだけである。或いは木製の木戸で締め切られ

ている場合もある。各部屋の上部は欄間で繋がっていて、音や光が漏れるようになってい

る。だから、部屋ごとの音は、遮断されない。日本の家の構造は、家庭の一体的な関係が

維持されやすい居住環境だともいえる。（ＰｉｃｔｕｒｅＢ－１～Ｂ－５参照）

ところが、１９５０年ころから日本の高度経済成長期が始まった。１９６８年の東京オリンピ

ックのころには、都市への若い人口の集中が見られた。（ＰｉｃｔｕｒｅＣ参照）

また、近代的な洋風の建築が急増した。つまり、家族の構成員がそれぞれに、プライベ

ートな「個室」を持った家を建設するようになった。（ＰｉｃｔｕｒｅＤ－１～Ｄ－３参照）

いわゆるマイホーム主義とも言われた流行語は、伝統的な家屋の否定を意味した。また

それは、「核家族」という用語でも説明されるように、三世代が同居するという旧来の生

活習慣を避けることにもなった。（ＰｉｃｔｕｒｅＤ－４参照）

新築される核家族ごとのマイホームには、「鍵っ子」という言葉で象徴されるように、

一人一人のこどもに個室が用意された。各の個室に鍵をかけて、家族の構成員ごとに孤独

を保つことが可能になった。１９６０年以降、家庭内での個人間の出会いが存在することと

なった。

このようにして、最近では、家庭の中での朝の出会いが確実に見られるようになったの

である。そこで、家庭の中でのあいさつ行為に、抵抗感さえ無くなってきているのではな

いかと考えられる。

＜結論＞

（１）家族への朝の出会いのあいさつは無言なのが最も古い習慣である。次にＯＫＩＴＡＸＡ，

ＭＥＧＡ，ＳＡＭＥＴＡＸＡが続く。ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡｌＭＡＳＵ，ＯＨＡＹＯＯは標準語であり、最も新

しい言い方である。

（２）伝統的な家屋の構造や家という血族の一体性などにより、無言のあいさつ行為の習

慣は地方で守られていた。

（３）しかし、１９６０年代あたりから社会が急速に変化し、従来の習慣や価値観が通用しな

くなった。生活が変わり、家屋の構造変化その他の客観的な理由によフて、無言だった朝

のあいさつ行為が言葉を伴ってなされるようになった。
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次に、もう一つのあいさつ行為について、その分布の解釈を試みる。

４　朝、家を出かける際に家人に対して行うあいさつ表現及びあいさつ行動

４・１Ｍａｐ５　『，７ＴＡＴＥＭＡＥ”，Ｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆ

Ｓｔａｒｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｒｎ１ｎｇ』について

この地図では、平均７０歳の大人を対象にした通信調査の結果が分布図に表されている。

次の二つの質問文で得られた結果を一つの地図に統合し、対話形式で表示した。

質問文　２「朝、家を出かけるとき、玄関先で見送りの家族に向かって、どのような挨

拶の言葉を言いますか。」

質問文３　「朝、出かける人のあいさつに応えて、どのような受け応えのあいさつをし

ますか。」

以上の二つの質問文で得られた資料を一図に統合したのが、Ｍａｐ　５である。これは、通

信調査だけの資料によって作図したものである。通信調査は、１９９６年から２０００年までに

実施された。

この地図の解釈では、次の４点を指摘したい。

４．１．１星印の符号が非常に少ない。星印は「無言」を意味する。この星印は、静岡県の一

地点にしか見られない。星印がこんなに少ないのはなぜであろうか。

また、鳥取県の一地点に、出かける人が「行って来る」と家の者に呼びかけると、家の

者が無言で応じるというのがある。全体、５００地点ほどの中で、これが一地点だけにしか

分布していない。

４．１．２　次は黒色の三角符号の分布を見てみよう。これは、でかける人が「行って来る」と

言い、見送る人が「行って来い」と応じるものである。この呼びかけと応答の対は、基本

形である。両者の言葉に敬語が無い。全く対等に言葉が交わされている。両者に上と下と

の関係がない。この符号が、全国に広く散在して分布していることは、注目してよい。

昔から日本では、仕事にでかける人と家に残って家事をする人との問に対等の関係があ

ったということを暗示している事実と見られる。敬語無しで対話しても構わない人間関係

が有り得たということである。白抜きの三角の符号も、呼びかけと応答とで敬語が必ずし

も完全には対応しない行為を示している。

４．１．３もう一つ注目したいのは、白抜きの丸符号である。丸符号は、全国に分布している。

分布の数は最も多い。ただし、東北地方にこれが少ない。この丸符号は、出かける人が「行

ってきます」と言い、見送る人が「行ってらっしやい」と応じる対話形式である。この対

話では、双方に敬語が見える。家族に対してでも敬語を使用してあいさつ行為を仕立てる

のは、都会的な酒落た感覚である。このような標準語のスタイルを全国各地で行うように

なったということである。
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４．１．４　このＭａｐ５のような結果を総合して、私はこれを「立前の図」と言っておきたい。

「立前」とは「本音」に対立する言葉である。「立前」は、表面上の対外的な言葉の意味

である。現実とは幾分の差があっても、「内なる真実」に覆いをかけ、余所行きの言い方

で化粧をすることである。Ｍａｐ　５の星符号の少なさは、「立前の図」であることの証であ

る。

通信調査という方法では、本音よりも理想や希望を回答するということがあるのだろう

と想像する。都会的な標準語の言い方を真似て、「立前」で答えているのであろう。

しかし、次の事実は指摘しておかなくてはならない。１９６０年以前には、家族全員が同

じ家の仕事に従事するという例が少なくなかった。農業・林業・水産業・家内工業などが

盛んであった。そのころには、サラリーマンという職種は、まだ一般的ではなかったので

ある。ところが、１９６０年以降、急速に経済が発展し、工業化が進み、サラリーマン家庭

が増えた。そのために、朝仕事に出かけて夕方に帰宅するという生活様式は確実に増えた。

従って、敬語を使って行う都会的な朝のあいさつ行為が増えていることも事実である。

次に、「本音の図」を見てみよう。

４・２Ｍａｐ６『Ｍ＝ＯＮＮＥ・・ＡｎａｎａｌｙｓｉｓｏｎｔｈｅＩｎｎｅｒｗｏｒｌｄｏｆｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒ

ｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙ』について

この地図は、１９９４年から１９９７年までの間、私が日本全国の４７都道府県について、「村」

を各一地点ずつ選んで、調査したものである。Ｍａｐ６では、地点番号と方言資料の番号と

が、対応している。話者のコメント以外のデータが直接に、地図上に書き出されている。

この地図では、次の三つのことを指摘したい。

４．２．１星印の符号を見てみよう。Ｍａｐ６には、６地点もの星印の符号が見える。すなわち

これらは、「無言」というあいさつの行為を示す。４７地点の内で、２割近くの６地点が「無

言」なのは、注目してよい。日本の村社会では、朝、家を仕事で出かけるときに必ずしも

家の者にあいさつ行為を済ませてから出かけるということは必要では無かった。しかも、

東京都や神奈川県の「村」では、完全に「無言」である。理由としては、家族の仕事は、

互いに了解し合っているし、互いに忙しいので、断りを言わなくても、時間が来れば、そ

れぞれの仕事に移るのだと被調査者は答えた。

村の生活は単純ではない。サラリーマン生活者は、朝、家を出かけたら、それっきり夕

方まで帰宅しない。しかし、村の生活は、家の周辺での仕事である。一日に何度も家族と

顔を会わせる。従って、出会う度に、行動の説明をすることは必要でない。このような習

慣的な生活が繰り返される村社会では、家族間の儀礼的なあいさつ行為は存在しにくい。

４．２．２次に三角の符号が注目される。これは、「行ってくる」に「行ってこい」が対応する

会話である。この両者に、敬語は見えない。敬語の無い言い方が全国に広く行われている。

これは、きわめて当然のことである。敬語は、他人への気遣いや尊敬の儀礼に使われるこ

とが多いからである。
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Ｍａｐ５とＭａｐ６の双方ともに、敬語が使用されない簡潔なあいさつ行為の対話が見られ

る。

４．２．３　標準語の言い方であるところの「行ってきます」と「行ってらっしやい」の対話が、

非常に少ない。村では、家族の間のあいさつ行為に、都会の真似をする必要がない。　村

のあいさつ行為は、都会とはずいぶん違っている。

以上、Ｍａｐ５とＭａｐ６とをまとめると、次のようになる。

く結論〉

（１）Ｍａｐ　５は「立前の図」と解される。朝、家を出かけるときに家の者に敬語を用い

たあいさつ行為をするのは、都会的な生活を行う場合に限られる。通信調査では、標準語

の会話形式が回答されやすい。１９６０年以後の都市化により、敬語を使用した都会的なあ

いさつ行為が増えた。都会に似たあいさつ行為が多く回答されたことは、１９６０年以後の

都市化による、日本の高度経済発展の結果とみなすことができる。

（２）Ｍａｐ６は、「本音」の図と解される。日本の村を直接訪ねて、方言を聞くと、家

の近辺の生活と結びついた仕事に従事している人が多い。そのような生活様式では、家族

同士の朝の出がけのあいさつ行為が無い場合が少なくない。

（３）血の繋がった親族に対しては、出がけのあいさつ行為をしないのが田舎の習慣で

ある。そして、通例は、家族同士の朝の出がけのあいさつ行為は、敬語なしで行われる簡

単なものが普通である。

（４）臨地調査による「本音」の図の分布は、次第に通信調査による「立前」の図の分

布に近づいていくであろう。

おわりに

以上、日本のあいさつ表現及びあいさつ行動の言語地図について、解釈を試みた。わず

かに、数種類の言語地図を解釈したに過ぎない。

さて、あいさつ行為の質問項目はまだ８５もある。今後、どんな問題が出てくるか予想

が出来ない。

今までの地理言語学的な解釈では、音韻法則を適用したり、周圏分布の法則を適用した

りすればよかった。或いは同音衝突とか、類音牽引とかも利用・したであろう。しかし、あ

いさつ行動の分布図を解釈する場合には、それらは全く役にたたなかった。

私は、この研究を経て、次のことが言えるように思う。

ａ．あいさつ表現やあいさつ行動などの方言地図を解釈する場合にをま、人間そのものの

価値観の変化やそれを引き起こした経済社会の実態や居住環境などについて細かく検討す

る必要がある。方言地図は、人間の生活史を如実に映し出しているからである。方言分布

の解釈には、総合的な知見を導入する必要がある。

ｂ．２１世紀における真の地理言語学（新概念の提示）を発展させるためには、人間そのもの
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の言語行為を調査項目として扱い、ダイナミックに言語地図を解釈していくことが求めら

れる。

以上
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１７．Ｔｏｄｇｏｅｍｕ札Ⅰ８ｈｉｋ脚－Ｐｒｅ【

相．通ｙ∽最ｍ叫下血ｉｐｒｅ仁

１９．Ｓｂｉｇａｍ喝Ｎ喝弧○加£

２０．Ｗ打ｍｕ叫ぶ蝕ｐｒモ【

ユｌ．Ａｋｅｎｏｍｕｒ８，Ｙ弧∽血ｉア一正

ユ２．Ｔｏｙ００ｋ折叫Ｓｈｉｚｕｏｋ８Ｐｒｅｒ・

公∫５血血ｍｕｒちぷ血ｐｒｄ

２４．Ｓｄｗ町ｎｕ札Ｍｉｅ加仁

２５．Ｒｕ也ｕｋｍ叫Ｓｈｉｇ－ｐｒｅ【

２６．Ｍｉｎ封ｎｉｙ“ｎ８Ｓ最ｒｏｍローち

Ⅹｙｏｔｏｐｒｅ£

２７．Ｃｈｉｂ町８舷８５水沼Ｉｕ叫

Ｏｓぬ？一正

２８．血１ｎＯ血○，Ｈｙｏ卵Ｐｒｄ

２９．心ｕｋａｍｕ叫ポ机Ｐ托ｒ

３０．Ｍｉｔ１８ｂｅｇ８Ｗ釘ｎ叫

Ｗｄ仏ｙａｍ８ｐｒｅ仁

３１加ｋ加Ｓ叫Ｔｏ伽ｄｐ－ぱ・

３ユ．Ｙｏｓｂｉ血ｎｕ喝Ｓ血ｍ弧Ｏモーｄ

３３．Ｙ血ｂｓｏｎ，Ｏｋ町折８？ｒｅ仁

３４．Ｔｓｕ加ｇ８ＳＯｎ，泣付血ｍ８ｎｄ

３５．Ａｓ血ｓｏｎ，Ｙａｍ砂ＣｂｉＰ一正

３６．旭ｓ的ＳＯｎ，Ｔｏ如血ｍ８加仁

３７．Ｎｉｏｃｂｏ，Ｒ喝Ⅳ－一成

３８．Ｕ血ｕｍｉｍｕ叫勤ｉｍモー一正

ふ　　　　∇ん０・

３９．Ｈは奴狐ｕｒａ，Ⅹ誠一ｒｄ■・

＼２．・
ｌ：６，０００．０００

★Ｍ喝Ｏｎ；Ｓ弘ｅｎｃ¢

＋加加ｍ（¢ｄ血ｇ炉油ｇｏｎ（ｒｅｓｐｏｎｓｅ）

餌ｅｂｍ（¢血ｇか油ｉ（岬ＯｎＳｅ）

Ｒｌｍ８ｍｄｏ一代£

銅．Ｙｏｎ脚叫α仏取。

４５．Ｓ血ね仇，Ｉ血ｙ凹追放ｄ

４６．伽ｄ叫Ⅹ８ｇＯ血ｉｍ８取成

４７．馳両脚ｔ恥０肋脚８知慮

∇Ⅰ伽（血Ｉｉｎｇｒ→加払出（ｒｅｓｐｏｎ㌍）

・Ｏ地政血机（ｃ地軸→知的ｓｓ旭くＴｅＳｐＯｎＳｅ）

ｉｎ知ｒｍａｎｔｉｓｄｂｏｕｔ７０ｙｅａｒｓｏｌｄ．
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Ｔ Ｏ Ｅ Ｏ Ｎ Ｏ Ｍ ノ
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血 ｗ ｏｏｄｅｎ 合 訂 ｎｅ．
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敷 居
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正ｉｎｇｔｂｅｌｉｇｈｌ

ｉＡＭＭＡ，Ｓｍａｌｌｓｌｉｄ

Ｓｌｉｄｉｎｇｓｃｒｅｅｎｗｌ

Ｐｉｃｔｕｒｅ Ａ－１

ＩｎｓｉｄｅａＺＡＳＨＩⅢ，ｔｈｅｇｕｅｓｔｒｏｏｍａｎｄｔｈｅｍｏｓｔｉｍｐｏｒｔａｎｔｒｏｏｍｉｎｔｈｅｈｏｕｓｅ．
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河佐名の名主河佐薮

こ
の
よ
う
に
祖
谷
山
は
山
深
い
山
村
で
あ
る
が
・
古
い
時
代
か

ら
人
び
と
が
住
至
き
・
峠
道
を
通
じ
て
外
の
世
界
と
ほ
そ
誓

と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
中
世
の
文
化
が
吹
き
だ
ま
り
の
よ
う
な
形

で
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

河佐利昭氏宅平面図（１：１７０）

キ
よ
，
し
ゆ

祖
谷
山
三
六
名
は
、
い
ず
れ
も
中
世
の
名
主
を
中
心
と
し
た
村

で
、
名
主
の
な
か
は
山
岳
武
士
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
家

が
少
な
く
な
い
。

ー
　
ー
・
－
Ｓ
芸
、
【

…
　
　
Ｉ
・
－
望
○
、
〓

Ｐｉｃｈ汀ｅ Ｂ＿１

０１ｄｂｉｇｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｈｏｕｓｅｗｈｉｃｈｗａｓｂｕｉｌｔｉｎｔｈｅｍｉｄｄｌｅａｇｅｓ，ｗｉｔｈｔｈａｃｈｅｄ

ｒｏｏ£

ＴｏｋｕｓｈｉｍａＰｒｅｆｅｃｔｔｍｉｎＪａｐａｎ
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０　１　～　３　▲　５　ｍ

ニー．ニ」！：　≒二三

０　６　ほ

し＿．．．号　．子＿＝当人

今西家主長平面囲

大和今井町最古の家今西家

慶
安
三
年

Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｂ－２

Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｈｏｕｓｅｗｈｉｄｈｗａｓｂｕｉｌｔｉｎ１５６６．

ＮａｒａＰｒｅｆｅｃｔｔｍｉｎＪａｐａｎ
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棟
上

和
州
今
井
大
工
棟
梁
　
曽
我
藤
原
朝
臣

参
月
廿
式
日

金
兵
衛

今
西
家
は
豪
竿
市
民
の
姦
で
、
永
禄
九
年
（
妄
ハ
六
）
に
こ
こ
へ
移
住
、
三
代
目
あ
た
り
か
ら

今
西
と
改
姓
し
た
と
み
え
る
。



主屋には玄関を構え，庄屋の蒙の風格がある

ひ

　

は

　

　

　

　

と

う

じ

上

，

　

　

　

　

　

た

い

し

ゃ

く

さ

ょ

う

広
島
県
比
婆
山
地
の
東
城
町
は
・
名
勝
帝
釈
峡
の
北
方
に
あ

っ
て
、
古
く
か
ら
鉄
を
生
産
し
た
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｂ－３

ＴｈｅｌｏｃａｌｈｏｕｓｅｏｆｔｈｅｗｅｌｔｈｙｍｅｒｃｈａｎｔＯｆＥｄｏｅｒａ・

ＨｉｒｏｓｈｉｍａＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅｉｎＪａｐａｎ
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宝
暦
三
年
〓
七
五
三
）
に
近
く
の
近
江
町
箕
浦
の
宮
大
工
が
建
て
た
と
い
う
伝
え
が
本
当
な
ら
、
町

み
の
う
ら

家
と
し
て
は
古
い
方
で
あ
る
。
ま
た
後
に
、
右
手
に
増
築
し
た
客
用
書
院
は
文
化
五
年
天
〇
八
）
と

い
う
。

⑳

有川家平面図（彦根市教育委員会実測跡

近江の薬種本舗有川象

ぷんこ 書上恭

　　 】
＿＿．＿．＿＿＿⊥

ｌう　し

上 い▲

ｌｌｌｌｔｌｌｌ川

ながし・．上墓 おんな
しんでんこかい ナ

匿

屯ヨ ‾　将 人ｌ＿

入

苧

人おこ＿　に－１円 い

書＝ペＪ

２隋　０　　　　つ

Ｐｉ細事－４

ＴｈｅｈｏｕｓｅｏｆａｐｈａｒｍａｃｉｓｔｏｆｔｈｅＥｄｏｅｒａｂｕｉｌｔｉｎ１７５３・

ＳｈｉｇａＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅｉｎＪａｐａｎ

－２３－



コ

ー

シ

マ

土

カ

コ

土カ シマ　土力 土方土方　 土力　　　　　　　　　　 士カ　 グマ

便 カ所
書　 回　 書 試 シ 吉 　 イ　カ　 土方 土カ

ロ吉 ロ、 誓　 昆 トダナ 紆 侶　　 イド 。ふくろ言責
ｌ一一■■■■■■－ １ｌ　ｌ　＿′

－シマ 土カ

／ ＋

大井：さおぶち　 エビス・ダイコク
床 －●ヘリオ・し ・

川 Ｉｌ

おかつて

天覧チねだ（天井‥琶 ；吾

ン′　　 よ　 ン′　たたみ　 ちやのま　　　天井●ねだ 長井
床
ｌ　ｌ整　　　 ○ 吉

要 事書 トダナ 書 床 …－≡真夏し ｌｌＩ
土
カ

姜 シ お く 鰊 等 コ シ コーシド 軒 ｛ ぎ

管 …差至宝ち 韓 簑 なしｔ 天言：ｐ若き抜け 芸

シ　 たたみ　 土
シ　　　 シ　　　 シ　　　 シ　　　　　 オオド　　　　　　　 カ

△　 土方土方 土カ　　ｌ

土カ：土壁　　ガマ：ガラス窓　　　　コウジン：荒神様

イカ：板壁　　トコ：床の間　　　　　ショイン：書院

イド：板戸　　オオド：大戸　　　　　コーシド：格子戸

ガド：ガラス戸　アゲイタ：とりはずしの　コーシマ：格子窓

シ：障子　　　　　　　　できる床板

屋内平面図の例

１間

因：いろｌ）

空〕‥仏壇
亘：：神棚（壁にとりつけ

てあるものは点線）

Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｂ－５

ＴｈｅｓｔｒｕＣｔｕｒｅＯｆａｇｅｎｅｒａｌ飴ｒｍｈｏｕｓｅｂｅｆｏｒｅ１９６０ｉｎＪａｐａｎ・
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ＰｉｃｔｕｒｅＣ　　　　　　　　　　　　　　　（ｕｎｉｔ：１０００ｐｅｒｓ。ｎ）

ＴｈｅＩｎｃｒｅａｓｅｏｆｔｈｅｐｏｐｕｌａｄｏｎｉｎｅａｃｈａＩＣａ　　　　（単位１０００人）

血此 仙　 北　 海 一　道

１９５０年 １９７０年 １９９０年

ｒ如 ｄ ｈ椚 おｅＯｆ血ｅｐｏｐｕｌ叙ｉｏｎ

１９７ｄ／１９５０１９９０／１９７０１９９０／１９５０

４，２９６ ５，１８４ ５，６４４ ２１ ９ ３１

血血　 東　　　 北 ９，０２１ ９，０５５ ９，７３８ ０ ８ ８

山鹿ｋ孤ｂ　 北　 開　 一束 ５，１９０ ５，３８３ ６，７４６ ４ ２５ ３０

血Ｉｔ血 ｎ　 首　 都　　 圏 １３，０５１ ２４，１１３ ３１，７９６ ８５ ３２ １４４

ｂ血 ｂ　　 北　　　　　 陸 ５，１７９ ■５，１３７ ５，５８４ －１ ９ ８

ｔｏｓ８ｎ　　　 東　　　　　 山 ２，８７２ ２，７１９ ３，０１０ －５ １１ ５

ぬ血　　　 東　　　　 海 ７，４０７ １０，２３５ １２，４２９ ３８ ２‾１ ６８

ｋ曲皿血　 京　 阪　 神 ９，０００ １４；５３８ １６，７４２ ６２ １５ ８６

地　 雷　　 冨ｌ；：写；…．；：；；；－…：；；；■－ ；■；；－；‡

計

〃
Ⅰ
－
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Ｐｉｃ血Ｄ－１

ＭｏｄｅｍＪ叩ａｎｅＳｅｈｏｕｓｅｃｏｎｂｉｎｉｎｇｔｈｅＷａｓｈｉｔｓｕｗｉｔｈｔｈｅＹＯＳＨＩＴＳＵ．
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ＦＲＡＧＲＡＮＴ（フレグラント）

Ｌ∵＿，，．３７５　　　」　　　２Ｆ

リ
ビ
ン
グ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
和
室
に
は

掃
き
出
し
窓
が
と
ら
れ
、
和
室
の
前
に
は

和
庭
、
リ
ビ
ン
グ
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
前
に

は
テ
ラ
ス
と
ア
ウ
ト
ド
ア
と
の
つ
な
が
り

も
よ
く
・
道
路
側
に
は
単
二
台
分
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
建
物
と
ト
ー
タ
ル
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
玄
関
の
暗
さ
を
補
う
た

め
に
、
ポ
ー
チ
の
庇
の
一
部
を
オ
ー
プ
ン

に
し
て
植
栽
を
設
け
る
な
ど
、
細
か
な
配

慮
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

１
Ｆ
床
面
積
／
　
Ｂ
９
・
４
９
ポ

２
Ｆ
床
面
積
／
　
Ｂ
ｌ
・
〇
１
ポ

延
床
面
積
／
１
７
〇
・
５
０
ポ

Ｐｉｃ山ｒｅＤ－２

ＭｏｄｅｍＪａｐａｎｅＳｅｈ。ｕｓｅｆｏ１ｌｏｗｌｎｇｌａｋ或ｆａｓｈｉｏｎ・
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イ
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≠隣居〝感覚の二世帯住宅

ＢＩＦ床面積／引，６６∩†

１Ｆ床面積／相ｌ．４５∩て
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一ｉ■ｌチ・

＞ コ ∴．・騨ｌ ．・ ＼Ｊ

＼」 ∴
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Ｕ
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ル ー ム

ト 十 Ｍ

１－●■■●●

リ ピ ンク

ｌ
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ｔ′
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ｌ
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ｌ
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■
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ル ー ム

①二世帯の暮らしをイメージした２つの塔からなるよ
うな空々たる外観。道路と敷地の高低差を生かし、右
手にガレージを設鷹。奥に地下室が続く。

②防音完備、最新の設備を導入した地下のホームシア
ターは、マニア重義の本格派。隣家に気兼ねなく書に
ひたれ、ホームパーティにも格好の場。

⑳地下軍のドライエリア。中屋的役割も果たし・周辺
の部屋に光や風を運ぶと同矧こ、二世帯の生活ソーン
をさりげなく分けている。

◎両親用の浴室。＝万に坪庭を設けて塀で節し＼・大き
な窓を設けて開放的に仕上げている。室内の空も外壁

や塀と揃え、一体感を強めている。浴槽はヒノキ。

ＰｉｃｔｕｒｅＤ－４

ＭａｇｍｉｆｉｃｅｎｔＭｏｄｅｍＪａｐａｎｅｓｅｈｏｕｓｅｗｈｅｒｅｔｈｒｅｅｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｓｌｉｖｅｔｏｇｅｔｈｅｒ．
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Ⅲ．ポーランドでの第三回方言学者地理言語学者国際会議

－…原題　ＭＡＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＧｒｅｅｔｌｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎ

ａｎｄＢｅｈａｖｉｏｒｉｎＪａｐａｎ”－－－－

１Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

ｌ．１ＡＧｅｎｅｒａｌＳｔｕｄｙｏｆＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｉｎＪａｐａｎ

ＭａｎｙｃａｓｅｓｏｆＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃＳｔｕｄｉｅｓｉｎＪａｐａｎｈａｖｅａｉｍｅｄｔｏｓｔｕｄｙｖｏｉ∝，ｇｒａｍｍａｒａｎｄ

ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ・Ｆｏｒｅｘａｍｐｌｅ，ｔｈｅ一一ＬｉｎｇｕｉｓｔｉｃＡｔｌａｓｏｆＪａｐａｎ一一，ｔｈｅ†一ＧｒａｍｍａｒＡｔｌａｓｏｆＪａｐａｎｅｓｅ

Ｄｉａｌｅｃｔｓ，一ａｎｄｔｈｅ一▼ＬｉｎｇｕｉｓｔｉｃＡｔｌａｓｏｆＳｅｔｏＩｎｌａｎｄＳｅａ一一ｈａｖｅｂｅｅｎｐｏｉｎｔｅｄｏｕｔｔｈｅｓａｍｅｅｘａｍｐｌｅｓ

ａｓ ｔｈｏｓｅ．Ｔｈｅａｕｔｈｏｒ－ｓｍｅｔｈｏｄ，ｔＯＯｌｏｏｋｅｄｌｉｋｅｔｈｅｓａｍｅｗａｙｏｆｓｔｕｄｙ・ＦｏｒｉｎｓｔａｎＣｅ，ｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆ

ｈｉｓｆｏｒｍｅｒｗｏｒｋｓｔｈａｔａｄｏｐｔｅｄｉｎｔｈｅｊｏｕｍａｌ，一１ＤｉａｌｅｃｔｏｌｏｇｉａｅｔＧｅｏｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃが，ｉｓｂａｓｅｄｏｎｔｈｅ

ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｍｅｔｈｏｄｓ．Ｔｈａｔｔｉｔｌｅｏｆｔｈｅｐａｐｅｒｉｓ－ＴＡＮｅｗＩｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｏｆＤｉａｌｅｃｔＡｔｌａｓＤａｔａｏｆＴｗｏ

ＡｇｅＧｒｏｕｐｓｉｎＪａｐａｎ一一・

１．２Ａｎｔｈｏｒ－ｓｎｅｗｐｒｑｊｅｃｔ

ｏｎｔｈｉｓａｕｔｈｏｒｌｓｓｔｕｄｙｏｆｔｈｉｓｔｉｍｅｉｓｓｅｌｅｃｔｅｄｔｈｅｓｅｎｔｅｎｃｅａｎｄｌａｎｇｕａｇｅｂｅｈａｖｉｏｒａｓｔｈｅ

ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎｉｔｅｍｓ・Ｔｈａｔｉｓｔｏｓａｙ，ｔｈｅｐｒｑｊｅｃｔｈａｓｅｘａｍｉｎｅｄｓｙｓｔｅｍａｔｉｃａｌｌｙｔｈｅｔｏｔａｌｇｒｅｅｔｉｎｇ

ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄ即ｅｅｔｌｎｇｂｅｈａｖｉ。ｒｓ・Ｔｈｅｎｗｅｃａｍｅｔ。ｎｅｅｄａｎｏｔｈｅｒｎｅｗｗａｙｔｏｉｎｔｅｒｐｒｅｔｔｈｅ

ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃａｔｌａｓ・Ａｔｌａｓｔｗｅｋｎｅｗｔ血ｔｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅｓｙｎｔｈｅｔｉｃｈｕｍａｎｌｉｆｅｓｈｏｕｌｄｂｅｄｒａｗｎｏｕｔ・

１３ＡＣｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄｇｒｅｅｔｉｎｇｂｅｈａｖｉｏｒ

Ａｌ１ｉｔｅｍｓｏｆｔｈｅ ｑｕｅｓｔｉｏｎｎａｉｒｅｓ ａｒｅｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｄｔｏｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄｇｒｅｅｔｌｎｇ

ｂｅｈａｖｉ００ｓ．Ｎａｔｕｒａｌ即ｅｅｔｌｎｇｌｉｆｔａｒｅｄｅｖｉｄｅｄｉｎｌｌａｒｅａｓ・Ｔｈｅｆｉｅｌｄｓｕｒｖｅｙｗａｓｃｏｎｄｕｃｔｅｄｏｎａ１ｌ

ｏｖｅｒＪａｐａｎｂｙｍｙｆｉｅｌｄｗ∝ｋａｎｄｐｏｓｔａｌｒｅ距ａｒｃｈ・Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｔｈｅｉｎｔｅｒｐｒｅはｔｉｏｎｏｆｔｈｅｄｉａｌｅｃｔ

ａｔｌａｓ，ｉｔｃａｍｅＯｕｔｔＯｂｅｃｌｅａｒｔｈａｔｔｈｅｈｕｍａｎｎｄａｔａｗｅｒｅ胱ｃｅｓｓａｒｙｆｏｒ既ｐｌａｉｎｎｌｎｇＳＯＣｉａｌｃｈａｎｇｅ

血ｄｈｕｍａｎｅＸＣｈａｈｇｅ．

１．４ｐｕ叩ＯＳｅ

Ｔｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｒｅｐ∝ｔｉｓｔｗｏ・ＯｎｅｉｓｔｒｙｍｇｔＯｉｎ総ｒｐｒｅｔｔｈｅｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃａｔｌａｓｔｏｔｈｅｆａｍｎｙａｔｔｈｅ

ｆｉｒｓｔｍｅｅｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍ。ｒｎ１ｎｇ・Ａｎｄｓｅｃ∞ｄｉｓｔｈｅａｎＯｔｈｅｒ由ｍｔｏｉｎｔｅｒｐｒｅｔｔｈｅａｔｌａｓｏｆｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇ

ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｓｔａｒｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｍｌｎ＆

Ｉｎｔｈｉｓｒｅｐｏｒｔｗｅｗｉｌｌｕｓｅｏｎｌｙ３ｓｅｎｔｅｎｃｅｓｏｆ８８ｑｕｅｓｔｉｏｎｍｉｒｅｓ・

２Ｍｅｔｂｏｄ

２．１Ｄｉａｌｅｃｔｑｕｅｓｔｉｏｎｎａｉｒｅ

Ｉｎｏｒｄｅｒｔｏ ｓｔｕｄｙ ｓｙｓｔｅｍａｔｉｃａｌｌｙｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ ａｎｄｇｒｅｅｔｌｎｇｂｅｈａｖｉ∝，ｔｈｅｙ ａｒｅ

－３１－



Ｃｌａｓｓｉｆｉｅｄｉｎｌｌｃａｔｅｇｏｒｉｅｓａｓｆｏ１ｌｏｗｓ：

１）ｍｏｍｉｎｇ，ａｆ（ｅｒｎ００ｎ，ｎｉｇｈｔ：２）ｆａｒｅｗｅｌｌ，１ｅａｖｉｎｇ，Ｓｅｎｄｉｎｇａｐｅｒｓｏｎｏ坪；３）１ａｂｏｒ；４）ｍａｒｒｉａｇｅ；

５）ｓｈｏｐｐｉｎｇ；６）ｆｕｎｅｒａｌ；７）ｃｏｕｒｔｅｓｙｏｆｌｉｆｅ；８）ｔｈａｎｋｓ，ａＰＯｌｏｇｙ，ｅＸＣｈａｎｇｅｏｆｇｉｆｔｓ；９）ｉｎｑｕｉｒｙ；

１０）ａｎｎｕａｌｅｖｅｎｔｓ；１１）ｓｏｃｉａｌｉｎｔｅｒｃｏｕｒｓｅ．

Ｉｎｔｈｉｓｒｅｐｏｒｔ，ＷｅＰｉｃｋｅｄｕｐｏｎｌｙ３ｉｔｅｍｓｏｕｔｏｆｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒｓｉｎｔｈｅ

ｍＯｍｌｎｇ・

２・２Ｉｎｖｅｓｔｌｇａｔｉｏｎｓ

ａ・Ｆｉｅｌｄｗｏｒｋ ｆｆｏｍ１９９４ｔｉｌｌ１９９７ｂｙ ｔｈｅ ａｕｔｈｏｒ・Ｏｎｅ ｖｉｌｌａｇｅ ｆｂｒ ｅａｃｈ ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ・Ｔｏｔａ１４７

ｌｏｃａｔｉｏｎｓ．

ｂ・Ｔｈｅｆｉｒｓｔｐｏｓｔａｌｓｕｒｖｅｙｆｒｏｍ１９９６ｔｉｌｌ１９９７０ｎａｌｌｏｖｅｒＪａｐａｎ・

Ｃ・Ｔｈｅｓｅｏｎｄｐｏｓｔａｌｓｕｒｖｅｙｆｒｏｍ１９９９ｔｉｌ１２００００ｎａｌｌｏｖｅｒＪａｐａｎ・

Ｉｎｔｈｉｓｒｅｐｏｒｔ，ＷｅＷｉｌｕｓｅｔｈｅＪａｐａｎｅＳｅｄｉａｌｅｃｔｄａｔａｏｆａｂｏｕｔｌｌＯＯｉｎｆｏｒｍａｎｔＳＣＯｌｌｅｃｔｅｄｆｒｏｍａｂｏｕｔ

５００ｌｏｃａｔｉｏｎｓ．

２・３　Ｔｈｅｍｅｔｈｏｄｏｆｍａｋｉｎｇｔｈｅｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃａｔｌａｓ

Ｉｎｔｈｉｓｔｉｍｅ，ＷｅｔＯＯｋｔｈｅｈａｎかｍａｄｅｗａｙｕｓｌｎｇｔｈｅｓｔａｍｐ・Ｂｕｔｗｅｗｉｌｌｃｈａｎｇｅｎｅｘｔｔｉｍｅｔｏｔｈｅ

ＣＯｍｐｕｔｅｒｍｅｔｈｏｄ．

３ＧｒｅｅｔｌｎｇｅＸＰｒｅＳＳｉｏｎａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒｔｏｔｈｅｆａｍｉ１ｙａｔｔｈｅ鮎ｓｔｍｅｅｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｍｌｎｇ

３・１０ｎｔｈｅｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＭａｐｌ『Ｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙａｔｔｈｅｍｅｅｔｉｎｇ

ｉｎｔｈｅｍｏｒｎｌｎｇ』

Ｏｎｔｈｉｓｍａｐ，ａｌ１ｄａｔａｃｏｌｌｅｃｔｅｄｆｆｏｍ１９９４ｔｉｌ１２０００ｈａｖｅｂｅｅｎｄｉｓｐｌａｙｅｄ・Ｔｈｅｑｕｅｓｔｉｏｎｍｉｒｅｉｓ一一

Ｈｏｗｄｏｙｏｕｓａｙｔｏｔｈｅｆａｎｉｌｙｅａｃｈｏｔｈｅｒａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｍｅｅｔｌｎｇｉｎｔｈｅｍｏｍｉｎｇ？一一

３・１・１０ｎｔｈｅｂｒｏａｄｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆａｌ１ＪａｐａｎＯｆＯＨＡＹＯＯＧＯＺＡＩＭＡＳＵｏｒＯＨＡＹＯＯ．

Ｗｅ ｃａｎＳｅｅ ｔｈｅ ｓｍａｌ１ｒｏｕｎｄ ｍａｒｋ ｏｎａｌｌｏｖｅｒＪａｐａｎｉｓｌａｎｄ・Ｔｈａｔ ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｓ ｔｈｅ ｗｏｒｄ ｏｆ

ＯＨＡＹＯＯＧＯＺＡｌＭＡＳＵｏｒＯＨＡＹＯＯ・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｓｔａｄａｒｄｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｆｂｒｍ・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｒｅｇｕｒａｔｅｄ

ｆｂｒｍｔｈａｔｓａｙｔｏｏｔｈｅｒｓｗｈｅｎａｎｙｏｎｅｗａｋｅｄｕｐ∫ｈｅｓｅｍｅａｎＳｔｈａｔｙｏｕｈａｖｅｇｏｔｅａｒｌｙｍｏｒｍｎｇＯｒ

Ｗｅｈａｖｅｍｅｔｔｏｇｅｔｈｅｒｅａｒｌｙ・Ｐｒａｉｓｉｎｇｏｔｈｅｒｓｔｏｍｅｅｔｅａｒｉｙｍｏｒｎ１ｎｇｈａｓｂｅｅｎｉｎｃｌｕｄｅｄｉｎｔｈｅｓｅ．

Ｂｙｔｈｅｗａｙ，ｉｔｓｅｅｍｓｔｏｂｅｓｅｅｎｔｈｅｓｅｎｓｅｏｆｓｏｌｉｄａｒｉｔｙｉｎＪａｐａｎｅＳｅｆａｍｉｌｙｍｅｍｂｅｒｓ．Ｉｔｌｏｏｋｓ

ｎａｔｕｒａｌｎｏｔｔｏｓａｙａｎｙｗｏｒｄｓｅａｃｈｏｔｈｅｒａｍｏｎｇｔｈｅｆａｍｉｌｙ・

Ｏｎ ｔｈｅ ｃｏｎｔｒａｒｙ ｏｆ ｔｈｅｌｏｃａｌｓｅｎｓｅ，ｔｈｅ ＯＨＡＹＯＯＧＯＺＡｌＭＡＳＵｓ ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅ ｏｎ ｔｈｅ ｗｈｏｌｅ

ＣＯｕｎｔｒｙ・Ｉｔｉｓｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄｔｈａｔｔｈｅｗｏｒｄｈａｓｄｉｆｆｕｓｅｄｎｅｗｌｌｙａｆｔｅｒｔｈｅｍｏｄｅｒｎａｇｅ・

３・１・２　０ｎｔｈｅｓｃａｔｔｅｒｅｄｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｉｎｗｈｏｌｅＪａｐａｎｏｆｔｈｅＯＫＴＡＫＡ，ＭＥＧＡＳＡＭＥＴＡＫＡ．

ＴｈｅＯＸＩＴＡＸＡｍｅａｎｓ　一一Ｄｉｄｙｏｕｇｅｔｕｐ？一一ａｎｄｔｈｅ ＭＥＧＡＳＡＭＥＴＡＫＡｍｅａｎｓ一一Ｄｉｄｙｏｕｗａｋｅ

ｕｐ？一一・ＢｏｔｈｔｏｏｋｐｌａｃｅｔｈｅｃｏｎＢｒｍａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｅｘａｃｔｄｅｅｄｓｂｙｔｈｅｗｏｒｄｓ・Ｉｔｉｓｎｏｔｓｋｉｌｌｆｕ１１ｅｎｔｉｒｅｌｌｙ・

Ｔｈｅ ｗａｙ ｏｆｔｈｉｎｋｉｎｇ ｓｅｅｍｓ ｐｒｉｍｉｔｉｖｅ ｂｅｆｏｒｅ ｃｒｉｔｉｃｓ ａｎｄ ｎｏｔ ｃｕｌｔｉｖａｔｅｄ・Ｔｈｕｓ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｌｉｋｅ
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ｄｒａｗｌｎｇｔＯＳｋｅｃｈｔｈｅｗａｙｏｆｔｈｉｎｋｉｎｇ・

３．１３１Ｌａｎｇｕａｇかｄｅｅｄａｓｉｔｗｅｒｅ’’ＮｏｔｈｉｎｇａｎｙＷｏｒｄｓ－７

ＭａｎｙＳｔａｒｍａｒｋｓｍｅａｎｔｈｅｓｉｌｅｎｃｅｃａｎｂｅｓｅｅｎｏｎｔｈｅｗｈｏｌｅＪａｐａｎｂｒｏａｄｌｙ・Ｔｈａｔｉｎｄｉｃａｔｅｓｕｓ

ｔｈａｔｍａｎｙｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅｆａｍｉｌｉｅｓｉｎＪａｐａｎｄｏｎｏｔｅｘｃｈａｎｇｅａｎｙＷｏｒｄｓｆｏｒｇｒｅｅｔｌｎｇａｔｔｈｅｆｉｒｓｔ

ｍｅｅｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｒｎ１ｎｇ・Ｗｈａｔｄｏｅｓｉｔｍｅａｎ？

ＮｏｗｗｅｓｈａｌｌｃｏｎｓｉｄｅｒｔｈｅｍｅａｎｌｎｇＯｆｔｈｅｓｔａｒｍａｒｋｓ．

３・２Ｗｈｙｄｏｔｈｅｓｔａｒｍａｒｋｓｌｏｃａｔｅｄｆａｒｄｉｓｔａｎｔｆｒｏｍｔｈｅｃｅｎｔｒａｌｓｐｏｔ，Ｗｈｅｒｅａｒｅｔｈｅｃｅｎｔｒａｌｐｌａｃｅｓ

Ｏｆｔｈｅｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ？

ＮｏｗｔｈｅｒｅｉｓｔｈｅＭａｐ２・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅａｔｌａｓｏｆ『ＡｃｏｍｐａｒｌｎｇｔｈｅＳｔａｒｍａｒｋｓｗｉｔｈｔｈｅｐｒｅｆｔｃｔｕｒａｌ

ｐｌａｃｅｓ』・ＳｅｅｉｎｇｔｈｅＭａｐ２，ａｌｌｍｏｓｔａｌｌｓｔａｒｍａｒｋｓｓｅｅｍｔｏｂｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｆａｒｆｆｏｍｔｈｅｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ

ｐｌａｃｅｓ・Ｇｅｎｅｒａｌｌｙ ｓｐｅａｋｉｎｇ，ｔｈｅ ｐｌａｃｅ ｏｆｔｈｅ ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌｏｆｆｉｃｅ ｗｅｒｅ ｃｒｏｗｄｅｄ ｂｙ ａｍｏｕｎｔ ｏｆ

ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ・ＡｔｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｔｈｅｒｕｒａｌａｒｅａＳｔｈａｔａｒｅｆａｒ蝕ｏｍｔｈｅｕｆｂａｎａｒｅａｓ，Ｓｔａｒｍａｒｋｓｅｘｉｓｔ・Ｓｏ

ｔｏｓｐｅａｋ，ａｔｔｈｅｄｅｐｏｐｕｌａｔｅｄｄｉｓｔｒｉｃｔ，Ｓｔａｒｍａｒｋｓｈａｖｅｂｅｅｎｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ・Ｔｈｅｎｔｈｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｔｈｅ

ｇｒｅｅｔｉｎｇｂｅｈａｖｉｏｒｏｆｓｉｌｅｎｃｅｍａｙｓｕｇｇｅｓｔｕｓｔｈｅｔｒｕｔｈｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｏｌｄＪａｐａｎｅＳｅＣＯｎＶｅｎｔｉｏｎ・

３・３　Ｗｈｙｄｏｔｈｅｓｔａｒｍａｒｋｓｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｍａｉｎｌｙａｔｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎａｒｅａｓ？

ＴｈｉｓＭａｐ３ｉｓｓｈｏｗｅｄ『ＡｃｏｍｐａｎｎｇｔｈｅＳｔａｒｍａｒｋｓｗｉｔｈｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎｒａｎｇｅＳ

ｉｎＪａｐａｎ』．Ｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎｌｉｎｅｓ ｏｆｔｈｅｌＯＯＯｍｈｉｇｈｈａｖｅｂｅｅｎｄｒａｗｎｉｎｔｈｉｓｍａｐ・Ｓｅｅｉｎｇｔｈｉｓ

ｍａｐ，ｔｈｅｐｌａｃｅｓｗｈｉｃｈｐｅｏｐｌｅｄｏｅｓｎｏｔｈａｖｅｅｘｃｈａｎｇｅａｎｙｐａｒｔｉｃｕｌａｒｗｏｒｄｓａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｍｅｅｔｌｎｇｌｎ

ｔｈｅｍｏｍｌｎ‰ａｒｅｌｏｃａｔｅｄｉｎｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎａｒｅａｗｉｔｈｏｕｔｆｅｗｅｘａｍｐｌｅ・Ｔｈｕｓｓｔａｒｍａｒｋｓｃａｎｂｅｓｅｅｎ

ｗｉｔｈｏｕｔｐｌａｉｎｆｉｅｌｄ・ＩｔｃａｎｂｅｉｍａｇｌｎｅｔｈｅｒｅｆｅｒｅｎｃｅｗｉｔｈｔｈｅｏｌｄＪａｐａｎｅｓｅｌｉｆｅ－ＣｕＳｔＯｍ，Ｗｈｉｃｈｉｓ

ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｆｒｏｍｔｈｅｕｒｂａｎ１ｉｆｅ．Ｔｈｅｒｅａｒｅｒｅｍａｌｎｌｎｇｔｈｅｓｉｌｅｎｃｅｂｅｈａｖｉｏｒａｍｏｎｇｔｈｅｆａｍｉｌｙｉｎｔｈｅ
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３．４Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｇｒｅｅｔｌｎｇｂｅｈａｖｉｏｒｉｎｔｈｅｍｏｍｌｎｇｒｅｇｕｌａｔｅｄｔｏｓａｙｏｎｌｙｆｂｒｔｈｅｒｅｌａｔｉｖｅｓａｎｄｂｌｉｄｅ・

ＮｏｗｗｅｗｉｌｌｓｅｅｔｈｅＭａｐ４『ＡＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｔｏｔｈｅｒｅｌａｔｉｖｅｓａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｍｅｅｔｌｎｇｉｎｔｈｅ

ｍｏｍｉｎｇ』・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｍａｐｏｆｔｈｅｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｉｎｆｏｒｍａｎｔ－ｃｏｍｍｅｎｔｓｗｈｉｃｈｒｅｃｅｉｖｅｄａｔｔｈｅ

ｆｉｅｌｄｗｏｒｋ．Ｔｈｅｓｅｃｏｍｍｅｎｔｓａｒｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄｉｍｐｏｒ（ａｎｔｆｏｒｔｈｅｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅａｔｌａｓ・

Ｉｔｉｓｒｅｍａｒｋａｂｌｅｔｈａｔｔｈｅｆａｍｉｌ㌢ｇｒｅｅｔｉｎｇｄｅｅｄｏｆｔｈｅｂｌｉｄｅｉｎｔｈｅｍｏｒｎｌｎｇｌＳＰｅｒｆｏｒｍｅｄｔｏｔｈｅ

ｇｒａｎｄｆａｔｈｅｒａｎｄｍｏｔｈｅｒ，ｅＶｅｎｉｆｔｈｅｒｅａｒｅｎｏｗｏｒｄｓｄｕｒｉｎｇｆａｍｉｌｙ・

Ｍａｐ４ｓｈｏｗｓｕｓｂｙｔｈｅｉｎｆｏｒｍａｎｔ－ＣＯｍｍｅｎｔＳｔｈａｔｔｈｅｂｌｉｄｅｍｕｓｔｓａｙｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｔｏｔｈｅｐａｒｅｎｔ－ｉｎ

ｌａｗ．Ｔｈｏｓｅｃｏｍｍｅｎｔｓａｒｅａｓｆｏ１ｌｏｗｓ；

Ｓｐｏｔｌ，Ｔｏｚａｗａ－Ｖｉｌｌａｇｅ，Ｙａｍａｇａｔａ Ｐｒｅｆ・（Ｔｅｒａｕｃｈｉ Ｋｉｎｂｅｉ１９２９ｂ・Ｙａｍａｕｃｈｉ

Ｓａｋｕｋｏ１９２８ｂ．ＫｏｂａｙａｓｈｉＳａｄａｋｏ１９２８ｂ．）ＭＴｈｅｂｌｉｄｅｕｓｕａ１１ｙｓａｙｓｔｏｔｈｅｇｒａｎｄｆａｔｈｅｒａｎｄｍｏｔｈｅｒｉｎ

ｌａｗ，ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡｌＭＡＳＵ・Ｂｕｔｔｈｅｙｄｏｎｏｔｓａｙｉｔｅａｃｈｏｔｈｅｒ・Ｔｈｅｆａｔｈｅトｉｎｌａｗｒｅｓｐｏｎｄｓｔｏｔｈｅ

ｂｌｉｄｅ，ＯＨＡＹＯＯ：’
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Ｓｐｏｔ２，Ｔｏｒｉｇｏｅ－Ｖｉｌｌａｇｅ，ＩｓｈｉｋａｗａＰｒｅ£（ＳｈｉｍａｄａＫａｔｓｕｍｉ１９２９ｂ．）一一Ａｍｏｎｇｔｈｅｆａｍｉｌｙ，Ｗｅｈａｖｅ

ｎｏｔｈｉｎｇ ａｎｙ ｇｒｅｅｔｉｎｇ ｗｏｒｄｓｉｎ ｔｈｅ ｍｏｍｌｎｇ・Ｂｕｔ ｔｈｅ ｂｌｉｄｅ ｕｓｕａｌｌｙ ｓａｙｓ ｔｈｅ ｇｒｅｅｔｉｎｇｓ ｔｏ ｔｈｅ

Ｐａｒｅｎトｉｎｌａｗｖｅｒｙｒｅｓｐｅｃｔｆｕ１１ｙ・Ｆｏｒｉｎｓｔａｎｃｅ，Ｓｈｅｍｕｓｔｄｏｗｉｔｈｔｏｕｃｈｉｎｇｂｏｔｈｈａｎｄｓｔｏｔｈｅｔぬｍｉ・

ＥｓｐｅｃｉａｌｌｙｐｏｌｉｔｅｗｏｒｄｓｔｏｔＩｌｅｈｅａｄｏｆｔｈｅｆａｍｉｌｙ．’’

Ｓｐｏｔ３，Ｍｉｎａｍｉ－Ｙａｍａｓｈｉｒｏ ｖｉｌｌａｇｅ，Ｋｙｏｔｏ Ｐｒｅｆ．（Ｔｅｎａｋａ Ｓａｄａｙｕｋｉ１９１２ｂ・ＩｇａＫｉｍｉｎｏ１９１５ｂ・

Ｍａｔｓｕｍｏｔｏ Ｔａｍｏｔｓｕ１９２２ｂ．），１Ｔｈｅ ｄａｕｇｈｔｅｒ－ｉｎ－１ａｗ，ｂｌｉｄｅ ｓａｉｄ ＯＨＡＹＯＯ－ＳＡＮ ｔｏ ｔｈｅ

Ｐａｒｅｎｔ－ｉｎ－１ａｗ・Ｔｈｅｎ，ｆａｔｈｅトｉｎ－１ａｗ ｒｅｓｐｏｎｄｅｄ ｈｅｒ ＯＨＡＹＯＯ ｏｒ ＨＡＹＡＩＤＥ・Ｔｈｅｒｅｉｓ ｎｏ ｗｏｒｄｓ

ｄｕｒｉｎｇｓｏｎａｎｄｆａｔｈｅｒ．”

Ｓｐｏｔ４，Ｔｏｙｏｏｋａｖｉｌｌａｇｅ，ＳｈｉｚｕｏｋａＰｒｅ£（ＭａｔｓｕｓｈｉｔａＭａｓａｏ１９１８ｂ・ＭａｔｓｕｓｈｉｔａＳｈｉｚｕｎｏ１９２２ｂ・）

一，Ｉｆｒｅｌａｔｉｖｅｓ ｈａｐｐｅｎ ｔｏｌｏｄｇｅｉｎ ｏｕｒ ｈｏｕｓｅ，Ｗｅ ｕＳｕａｌ１ｙ ｓａｙ ｇｒｅｅｔｉｎｇ ｗｏｒｄｓ ｅａｃｈ ｏｔｈｅｒｉｎ ｔｈｅ

ｍｏｍｌｎｇ・Ｉｎｄａｉｌｙｌｉｆｅ，ＷｅｄｏｎｏｔｓａｙｇｒｅｅｔｌｎｇｌｎＯｕｒｈｏｕｓｅ・Ｗｅｈａｖｅｎｏｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｂｅｉｎｇｆｏｒｃｅｄ

ｔｏｓａｙｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｏｔｈｅｒｓ．”

Ｓｐｏｔ５，ＩｋｕｎかＭａｃｈｉ，ＨｙｏｇｏＰｒｅ£（ＨａｓｈｉｍｏｔｏＨａｒｕ０１９３２ｂ．ＦｕｊｉｍｏｔｏＴｓｕｙａｋｏ１９２５）一一Ｗｈｅｎｔｈｅ

ｒｅｌａｔｉｖｅｓ ｈａｐｐｅｎ ｔｏ ｓｔａｙ ｏｕｒ ｈｏｕｓｅ，ｔｈｅｙ ｕｓｕａｌｌｙ ｓａｙｌｎ ａｄｖａｎｃｅ ｔｏ ｕｓ ｔｈｅ ｍｏｒｎ１ｎｇ ｇｒｅｅｔｉｎ＆

ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡＩＭＡＳＵ．ＴｈｅｒｅｉｓｎｏｇｒｅｅｔｌｎｇｅＸＰｒｅＳＳｉｏｎｅｖｅｒｙｍｏｒｎｌｎｇｌｎＯｕｒｈｏｕｓｅ・

Ｓｐｏｔ６，Ｓｈｉｇａ－Ｖｉ１１ａｇｅ，ＮａｇａｎＯＰｒｅｆ．（ＯｇｕｃｈｉＮａｇｉｍｉ１９２２）一一Ｗｈｅｎｍｙｅｌｄｅｒｓｉｓｔｅｒ，ａｂｌｉｄｅ，ｖｉｓｉｔｅｄ

ｔｈｅ ｈｏｕｓｅ ｏｆｔｈｅ ｒｅａｌｐａｒｅｎｔ７ｄａｙｓ ａｆｔｅｒｈｅｒｍａｍａｇｅ，ｔｈｅｍｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅ ｆｂｒｍｅｒｆａｍｉｌｙ ｓａｉｄ

ｈｅｒ，ＯＨＡＹＯＯ，Ｏｒ ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡＩＭＡＳＵ．Ｂｅｃａｕｓｅ ｗｅ ｄｏ ｎｏｔ ｓａｙ ｇｒｅｅｔｉｎｇ ｗｏｒｄｓ ｂｅｆｂｒｅ

ｍａｍａｇｅ，ｔｈａｔ ｅｖｅｎｔ ｍａｄｅ ｍｅｆｅｅｌｔｈａｔ ｓｈｅ ｈａｄ ｂｅｃａｍｅ ａｎｏｔｈｅｒｆａｍｉｌｙ－ｓ ｍｅｍｂｅｒ・Ｉｔｉｓ ｔｈｅ

ｍｅｍｏｒｙｅｖｅｒｓｉｎｃｅＩｃａｎｒｅｍｅｍｂｅｒ．

Ａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｔｈｅｓｅｃｏｍｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｉｎｆｂｒｍａｎｔｓ，Ｉｔｃａｎｂｅｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄｔｈａｔｔｈｅｒｅａｒｅｎｏｇｒｅｅｔｌｎｇ

ｂｅｈａｖｉｏｒｅｖｅｒｙｍｏｍｌｎｇｉｎｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｆａｍｉｌｙａｔｔｈｅｒｕｒａｌａｒｅａｉｎＪａｐａｎ・Ｂｕｔｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｌｉｖｉｎｇ

ｔｏｇｅｔｈｅｒｗｉｔｈ３ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｓ，ｔｈｅｄａｕｔｅｒ－ｉｎ－１ａｗ，ｂｌｉｄｅ，ｈａｖｅｈａｄｔｈｅｄｕｔｙｔｏｓｐｅａｋｐｒｅｖｉｏｕｓｌｙｔｏｔｈｅ

ＰａｒｅｎｔＳｉｎｌａｗ・Ｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｄｅｅｄｓｉｎｄｉｃａｔｅｃｌｅａｒｌｙｔｈａｔｂｏｔｈｓｉｄｅｓｈａｖｅｔｈｉｎｂｌｏｏかｒｅｌａｔｉｏｎ・Ｅｖｅｎ

ｉｆｓｅｖｅｒａｌｄｅｃａｄｅｐａｓｓｅｄ，ｔｈｅｄａｕｔｅｒ－ｉｎ－１ａｗｈａｄｂｅｅｎｄｅａｌｅｄｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅｇｒｅｅｔｌｎｇＳｙＳｔｅｍａｍＯｎｇ

ｔｈｅｆａｍｉｌｙ．

３．５Ｊａｐａｎｅｓｅｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｓｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆｔｈｅｈｏｕｓｅ，ＳｙｑｊｉｏｒＫａｒａｋａｍｉ，ｐｒｅＶｅｎｔｅｄｔｈｅｅｖｅｒｙ

ｍｏｍｌｎ㌢ｇｒｅｅｔｉｎｇａｍＯｎｇｔｈｅｆａｍｉｌｙ・

Ｉｎ ｔｈｅｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌＪａｐａｎｅＳｅｈｏｕｓｅｓ，ｔｈｅ ｍｅｔａｌａｎｄ ｃｏｎｃｒｅｔｅｍａｔｅｒｉａｌｄｏ ｎｏｔ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｕｓｅｄ・

Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｎｇｔｈｅｔｉｍｂｅｒｓｓｋｉｌｌｆｕ１１ｙ，ｔｈｅｓｔｒｏｎｇｈｏｕｓｅｓｗｈｉｃｈｃａｎｅｎｄｕｒｅｔｈｅｅａｒｔｈｑｕａｋｅａｎｄａｖｏｉｄｅ

ｔｈｅｈｕｍｉｄｉｔｙｈａｖｅｂｅｅｎｃｏｎｓｔｒｃｔｅｄｆｏｒａｌｏｎｇｔｌｍｅ・Ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙｉｎｔｈｅｒｕｒａｌａｒｅａ，ｔｈｅｒｅｗｅｒｅｗｏｏｄｅｎ

ｈｏｕｓｅｓ ｗｉｔｈ ｔｈａｔｃｈｅｄ ｒｏｏｆｓ ｃｏｕｌｄ ｂｅ ｓｅｅｎ ｔｉｌ１４０ｙｅａｒｓ ａｇｏ・Ｔｈｏｓｅ ｈｏｕｓｅｓ ｗｅｒｅ ｃｏｎｓｔｒｕＣｔｅｄ

ｔｈｉｎｋｉｎｇａｂｏｕｔｈｅｖｅｎｔｉｌａｔｉｏｎ．

Ｗｅ ｄｏｎｏｔｈａｖｅｓｅｅｎｔｈｅＥｕｒｏｐｅａｎｄｏｏｒｓ ｗｉｔｈｔｈｅｌｏｃｋｓｏｒｋｅｙｓｉｎｏｕｒｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌＪａｐａｎｅｓｅ

ｈｏｕｓｅｓ・Ｍａｎｙ ｒｏｏｍｓｉｎ ｔｈｅ ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ ｈｏｕｓｅｓｉｎＪａｐａｎ ａｒｅ ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ・（Ｐｉｃｔｕｒｅ

－３４－



Ｂ－１，Ｂ－２，Ｂ－３，Ｂ－４，Ｂ－５）Ｔｈｅｒｅｅｘｉｓｔｎｏｒｏｏｍｗｈｉｃｈｉｓｃｌｏｓｅｄｃｏｍｐｌｅｔｅｌｙｓｕｃｈａｓｋｅｅｐｉｎ亭ｔｈｅｒｉｇｈｔ

Ｏｆｔｈｅｐｎｖａｃｙ・ＴｈｅｏｌｄｈｏｕｓｅｓｉｎｔｈｅｒｕｒａｌａｒｅａｓｈａｖｅｒｏｏｍｓｄｉｖｉｄｅｄｓｉｍｐｌｙｂｙＳｈｏｚｉｏｒＫａｒａｋａｍｉ

ｍａｄｅｏｆｐａｐｅｒｗｉｔｈｗｏｏｄｅｎｆｒａｍｅ・

ＴｈｅＳｈｏｚｉｉｓｔｈｅｐａｐａｅｒｓｌｉｄｉｎｇｓｃｒｅｅｎａｎｄｔｈｅＫａｒａｋａｍｉｉｓｐａｐｅｒｓｌｉｄｉｎｇｄｏｏｒ・Ａｔｕｐｐｅｒｐａｒｔｏｆ

ｔｈｅｅａｃｈｒｏｏｍ，ｔｈｅｒｅｉｓｔｈｅＲａｎｍａ，ｔｒａｎＳＯｍ，Ｗｈｉｃｈｔａｋｅｓｔｈｅｌｉｇｈｔｆｆｏｍｔｈｅｗｉｎｄｏｗ・Ｔｈｅｌｉｇｈｔ

ａｎｄｓｏｕｎｄｌｅａｋｏｕｔｆｆｏｍｔｈｅＲａｎｍａＷｉｎｄｏｗｓ．（ＰｉｃｔｕｒｅＡ－１，Ａ－２）

ＩｔｍａｙｂｅｓａｉｄｔｈａｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅｓｔｒｕＣｔｕｒｅＯｆｔｈｅｈｏｕｓｅｓ，Ｗｈｉｃｈｉｓｅａｓｙｔｏｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｔｈｅｗｈｏｌｅ

ＣＯｎＳＣｉｏｕｓｎｅｓｓｏｆｔｈｅｆａｍｉｌｙ．

Ｂｕｔｔｈｅｈｉｇｈｇｒｏｗｔｈｏｆｅｃｏｎｏｍｙｂｅｇａｎｆｆｏｍａｂｏｕｔ１９５０ｉｎＪａｐａｎ・Ｉｎ１９６８，ｔｈｅＴｏｋｙｏＯｌｙｍｐｌＣＳ

ｙｅａｒ，ｙＯｕｎｇＰＯＰｕｌａｔｉｏｎｈａｖｅｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｄｉｎｔｈｅｂｉｇｕｒｂａｎｃｉｔｉｅｓ・（ＰｉｃｔｕｒｅＣ）

ＡｎｄｔｈｅｎｔｈｅｙｈａｖｅｃｏｎｓｔｒｕＣｔｅｄｔｈｅｍｏｄｅｒｎｅｕｒｏｐｅａｎ－ＳｔｙｌｅｈｏｕｓｅｓｃｏｎｓｔａｎｔｌｙａｌｌｏｖｅｒＪａｐａｎ・

（ＰｉｃｔｕｒｅＤ－１，Ｄ－２，Ｄ－３）

ＳかＣａｌ１ｅｄ一一Ｍｙ－ＨｏｍｅＳｙｕｇｉ一一，ｔｈｅｖｏｇｕｅｍｅａｎｓｔｈｅｎｅｇａｔｉｏｎｏｆｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｈｏｕｓｌｎｇＯｆＪａｐａｎ・Ａｓ

ｔｈｅｎｅｗｖｏｇｕｅｏｆ▼▼Ｋａｋｕ－Ｋａｚｏｋｎ一一ｉｓｅｘｐｌａｉｎｅｄａｓ２ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｌｉｖｉｎｇｔｏｇｅｔｈｅｒ，ｔｈｅｙｏｕｎｇｃｏｕｐｌｅ

ｅｓｃａｐｅｄｔｏｌｉｖｅｗｉｔｈ３ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｓ．（ＰｉｃｔｕｒｅＤ－４）Ｔｈｅｒｅａｒｅｆｅｗｃｈａｎｃｅｓｔｏｃｏｍｉｎｕｅｔｈｅｏｌｄｅｎｌｉｆｔ

ＣｕＳｔＯｍＳ．

Ｉｎｔｈｅ”ＭｙＨｏｍｅ－１，ＯｕｒＯｗｎｈｏｕｓｅ，ｔｈｅｐｒｉｖａｔｅｒｏｏｍｓ ｈａｖｅｂｅｅｎｇｌＶｅｎ ｔＯｅａＣｈｃｈｉｌｄｒｅｎ・Ｅａｃｈ

ｍｅｍｂｅｒｃａｎｌｏｃｋｔｈｅｋｅｙｔｈｅｐｒｉｖａｔｅｒｏｏｍａｎｄｗａｎｔｔｏｋｅｅｐｔｈｅｆｅｅｌｉｎｇｏｆｓｏｌｉｔｕｄｅ・Ｓｉｎｃｅ１９６０，

ｔｈｅｃｈａｎｇｅｍｅｎｔＯｆｔｈｅｌｉｖｉｎｇｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ，ｈａｓｃａｕｓｅｄｔｏｐｒｏｄｕｃｅｔｈｅｃｈａｎｃｅｔｏｍｅｅｔｗｉｔｈｔｈｅ

ｆａｍｉｌｙ ｍｅｍｂｅｒｓｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ１ｙ ｅｖｅｒｙ ｍｏｒｎ１ｎｇ・Ｔｈｕｓｌａｔｅｌｙ，ＷｅＣＯｍｅｔＯＳｅｅｔｈｅ ｍｅｅｔｉｎｇｉｎ ｔｈｅ

ｈｏｕｓｅｓ ｅｖｅｒｙ ｍｏｒｎ１ｎｇ・Ｔｈｅｙ ｄｏ ｎｏｔ ｔｈｉｎｋｔｈｅ ｒｅｓｉｓｔａｎＣｅ ｅＶｅｎ ｔｈｏｕｇｈ ｔｈｅｙ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｄ ｄａｉｌｙ

ｇｒｅｅｔｌｎｇｔＯｔｈｅｉｒｆａｍｉｌｙ・

Ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎ；

（１）Ｉｔｉｓｔｈｅｏｌｄｅｓｔｃｕｓｔｏｍｔｈａｔｄｏｎｏｔｈａｖｅｇｒｅｅｔｉｎｇｂｅｈａｖｉｏｒｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｍｅｅｔｉｎｇ

ｅｖｅｒｙｍｏｒｎ１ｎｇ・ＴｈｅｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｏｆＯＫＩＴＡ－ＫＡｏｒＭＥＧＡ－ＳＡＭＥＴＡ－ＫＡａｒｅｎｅｗ・Ｔｈｅｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

ｏｆＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡＩＭＡＳＵｏｒＯＫＡＹＯＯａｒｅｔｈｅｓｔａｎｄａｒｄｎｅｗｅｓｔｓａｙｌｎｇ．

（２）ＴｈｅｏｌｄＪａｐａｎｅｓｅｇｒｅｅｔｉｎｇｃｕｓｔｏｍｓｏｆｓｉｌｅｎｃｅｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙ，ｈａｖｅｂｅｅｎｍａｉｎｔａｉｎｅｄｉｎｔｈｅｒｕｒａｌ

ａｒｅａｓｂｙｔｈｅｔｗｏｒｅｓｏｎｓｏｆｔｈｅｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｈｏｕｓｅ－ＳｔｒｕＣｔｕｒｅａｎｄｔｈｅｏｎｅ－ｂｏｄｙｃｈａｒａｃｔｅｒｏｆｔｈｅｂｌｏｏｄ

ｒｅｌａｔｉｏｎ．

（３）Ｂｕｔａｆｔｅｒ１９６０ｓ，ＯｎａＣＣＯｕｎｔＯｆｔｈｅｓｗｉｆｔｃｈａｎｇｅＯｆｅｃｏｎｏｍｉｃａｌｓｏｃｉｅｔｙ，ｔｈｅｆｏｒｍｅｒｃｕｓｔｏｍ

ａｎｄ ｖａｌｕｅ ｃｏｎｃｉｏｕｓｎｅｓｓ ｈａｖｅ ｂｅｃｏｍｅ ｎｏｔ ａｖａｉｌａｂｌｅ．Ｂｅｃａｕｓｅ ｏｆｔｈｅ ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｌｃｈａｎｇｅ ｏｆｔｈｅ

ｈｏｕｓｌｎｇＳｔｒｕＣｔｕｒｅａｎｄｌｉｖｉｎｇｌｉｆｅ，ｔｈｅｓｔａｄａｒｄｇｒｅｅｔｌｎｇ，ＯＨＡＹＯＯ－ＧＯＺＡＩＭＡＳＵ，ｈａｓｄｉｆｆｕｓｅｄａｌｌ

ＯＶｅｒＪａｐａｎ．

Ｓｅｃｏｎｄｌｙ，ｔｈｅ ａｕｔｈｏｒ ｗｉｌｌｔｒｙ ｔｏｉｎｔｅｒｐｒｅｔｔｈｅａｎＯｔｈｅｒｌｉｂｇｕｉｓｔｉｃ ａｔｌａｓ ｄａｔａ ｏｆｔｈｅ ｇｒｅｅｔｌｎｇ

ｂｅｂａｖｉｏｒ．

－３５－



４　ＡｇｒｅｅｔｌｎｇｅＸＰｒｅＳＳｉｏｎａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒｔｏｔｈｅｈｍｉ１ｙｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｓｔａｒｔｉｎｇｅｖｅｒｙｍｏｒｎｌｎｇ

４・１０ｎｔｈｅＭａｐ５『・，ＴＡＴＥＭＡＥ”，Ｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎａｎｄｂｅｈａｖｉｏｒｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆ

Ｓｔａｒｔｉｎｇｉｎｔｈｅｍｏｍｉｎｇ』

Ｏｎｔｈｉｓｍａｐ，ｔｈｅｒｅｓｕｌｔ主ｏｆｔｈｅｐｏｓｔａｌｓｕｒｖｅｙｆｏｒａｂｏｕｔ７０ｙｅａｒｓｏｌｄａｄｕｌｔｓｉｎＪａｐａｎｈａｖｅｂｅｅｎ

ｄｒａｗｎ・Ｔｗｏｋｉｎｄｓｏｆｔｈｅｇｒｅｅｔｉｎｇｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓｈａｖｅｂｅｅｎｃｏｎｂｉｎｅｄｏｎｅｍａｐｌｉｋｅｆｏ１ｌｏｗｓ，ａｎｄｔｈｅ

ｄａｔａｗｉ１１ｂｅｄｉｓｐｌａｙｅｄｔｈｅｄｉａｌｏｇｕｅｓｔｙｌｅ．

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ２；Ｈｏｗ ｄｏ ｙｏｕ ｓａｙｔｏ ｔｈｅｆａｍｉｌｙ ｓｅｅｉｎｇｏｆｆ，Ｗｈｅｎ ｙｏｕ ａｒｅ ｇｏｉｎｇｔｏ ｓｔａｒｔｉｎ ｔｈｅ

ｍｏｍｉｎｇ？

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ３；Ｈｏｗｄｏｙｏｕｓａｙｔｏｔｈｅｆａｍｉｌｙｓｅｅｉｎｇｏｆｆａｔｔｈｅｆｆｏｎｔｄｏｏｒｉｎｔｈｅｍｏｍｉｎｇ？

Ｍａｐ５ｗｅｒｅｕｎｉｆｉｅｄｔｈｅｄａｔａｃｏｌｌｅｃｔｅｄｂｙｔｈｅｑｕｅｓｔｏｎ２ａｎｄ３・Ｔｈｉｓｍ叩１Ｓｍａｄｅｏｆｂｙｔｈｅｄａｔａ

ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｐｏｓｔａｌｓｕｒｖｅｙｆｒｏｍ１９９６ｔｉ１１２０００・

Ｏｎｔｈｅｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎａｂｏｕｔｔｈｉｓｍａｐ５，ＷｅＷｉｌｌｈａｖｅｒｅｍａｒｋａｂｌｅ４ｐｏｉｎｔｓａｓｆｏ１ｌｏｗｓ・

４・１・１ＴｈｅｒｅａｒｅｖｅｒｙｆｅｗｓｔａｒｍａｒｋｓｏｎｔｈｅＭａｐ５・Ｔｈｅｓｔａｒｍａｒｋｓｍｅａｎｔｈｅｓｉｌｅｎｃｅ・Ｔｈｉｓｓｔａｒ

ｍａｒｋｃａｎｂｅｓｅｅｎａｔｔｈｅＳｈｉｚｕｏｋａＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅｏｎｌｙ・Ｗｈｙｉｓｔｈｅｓｔａｒｍａｒｋｆｅｗ？Ａｔｔｈｅｏｎｌｙｏｎｅ

ｌｏｃａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＴｏｔｏｒｉＰｒｅｆｂｃｔｕｒｅ，Ｉｔｃａｎｂｅｓｅｅｎｔｈｅｓｉｌｅｎｔｒｅｓｐｏｎｃｅｔｏｔｈｅｓｐｅａｋｅｒ，ｌｎＳＰｉｔｅｏｆｔｈｅ

ｍｏｒｍｎｇｇｒｅｅｔｉｎｇｏｆＩｍ－ＫＵＲＵ・ＩｔｉｓｕｎｌｑｕｅｅＸａｍｐｌｅｉｎｔｈｅ５００ｄｉａｌｏｇｕｅｓ・

４・１・２Ｎｅｘｔｌｙ ｗｅ ｓｈａｌ１ｌｏｏｋ ａｔ ｔｈｅ ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ｔｒｉａｎｇｕｌａｒ ｍａｒｋｓ∫ｈｅｓｅ ａｒｅ ｔｈｅ ｐａｌｒ

ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉｏｎｓｔｈａｔｔｈｅｆａｍｉｌｙｍｅｍｂｅｒｓａｙｓｔｏｔｈｅｒｅｍａｉｎｅｒ，ＴＴＩＴＴＥ－ＫＵＲＵ一一ａｎｄｔｈｅｎｔｈｅｒｅｍａｉｎｅｒ
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Ｃｄｌｉｌ唱：

１．Ｗｈａｔｄｏｙｏｕｓａｙｗｈｅｎｙｏｕｓｅｅ
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３２ｉｔｔｅｋｕ：ｋｅｎｎｏ：←ｈ：ｔＳｕｋｅｔｅｎｅ：

３３ｓｉｌｅｎｃｅ

３４ｓｉｌｅｎｃｅ
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３９ｉｔ¢ｋｕＭｙＯ●→ｋｉｏｔｓ止ｅｔｏｉｔｅｋｌｙＯ

４０ｉｔｅｋｕ：ｄｏ■→Ｓｉｌｅｎｃち

ｉｔｔｅｋｕｍｚｏ：←ｂｏｔｕｋ¢ｔｅｉ∝ｈｏｉｄ¢

４１ｉｔ鉱ｅｋｕｂｂ８ｉ・→ｉｔ釦¢ｋｉさＯＺ８ｉ

４２ｉｔ虫ｅｋｕｎ止ｅ：－血１モｋｏｍｂ８血
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３６．Ｍ血ｌＯＳ００，ＴｏｈｌＳｈｉｍａｎｅｆ・

３７．Ｎｉｏｃｂｏ，Ⅹ喝８Ｗ８Ｐ托ｒ・

３ｇ．Ｕｃｈｉｕｍｉｍｕｒ８，王ｂｉｍ¢ｐｒモｒ
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河佐名の名主河佐象
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河佐利昭氏宅平面図（ｌ：１７二○）
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今西衣主産平面図

大和今井町最古の兼今西蒸
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主屋には玄間を♯え，庄屋の豪の凰格がある
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≠隣居〝感覚の二世帯住宅
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①＝世帯の暮らしをイメージした２つの塔からなるよ
うな堂々たる外観。道路と敷地の馬借差を生かし、右

手にガレージを投書。奥に地下室が続く。

◎防音完備、最新の設備を導入した地下のホームシア
ターは、マニア重来の本格派．隣家に気兼ねなく音に

ひたれ、ホームバーティにも格好の場。

⑳地下室のドライエリア。中屋的役割も果たし、周辺
の部屋に光や風を運ぶと同時に、＝世帯の生活ソーン

をさりげなく分けている。

⑳両親用の浴室。二万に坪庭を設けて塀で臣し１、大き
な窓を設けて開放的に仕上げている。室内の至も外壁
や塀と揃え、一体感を強めている。浴槽はヒノキ。
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Ⅳ．フィリピンでの方言実地調査に基づき家庭内での挨拶が存するか否

か（すなわち、都市化の指標、ＡＳｉｇｎｏｆＵｒｂａｎｉｚａｔｉｏｎの存否）に関する「あ

いさつ表現とあいさつ行動」儀礼の研究

１　目的

フィリピンであいさつ表現儀礼の調査を行うことにした理由は二つある。その理由の一

つめは、柴田武博士が寄せてくださったコメントに回答するためであった。

すなわち、柴田武博士のコメントは、２００１年９月に『社会言語科学』（第４巻第１号）

に掲載され、その冒頭部分は次のようになっていた。適切なご指摘なので、引用させてい

ただく。

「本誌３－２（２００１年３月）に載った江端義夫氏の本題の報告は、大きな成果を示すも

のであった。しかし、同時に、説得の方法に工夫を要すると感じたところがある。その

ことは、さらに別の問題へつながるので、あえてコメントすることにした。

江端氏の成果は、都市化しない集落では、家庭どうし「おはよう」のようなあいさ

つを交わさないのに対して、都市化されたところでは定型のあいさつことばを交わすと

いう、著しい対立が見られるというものである。これは、コメンテーターがかねてから

持っていた断片的情報を縫い合わせるもので、なるほどとうなづくことができた。断片

的情報とは、①私が育った家庭（名古屋市市内、１９１８－１９３７）では朝のあいさつことばは

交わさなかった、②愛知県愛知郡猪高村（現在しの名古屋市内、１９２５＿１９２８のそれぞれ短

期間）の祖父母の家でもそうだった。なお、ここの農村社会でも、時刻に制限されない

が、場所・状況に制限のある場合、「精がでますね」類のあいさつことばはあったが、

「おはよう」の類は聞かなかった、③沖縄（首里）で、朝のあいさつ場面のことばを収録

しようとして、いわゆる「お芝居」を求めたが、失敗したＮＨＫの担当者たちの話（１９７０）

と後年（１９７５）別の担当者とともにこのことを現地で確認した、④朝のあいさつとして「お

早う」が初めて国語史に現れるのは、『日本国語大辞典第二版』によれば「人情本・春

色恵の花」（１８３６）であって、それ以前には無かった（文献に出ていない）らしい。

これから推定すると、日本社会には１６世紀（？）以前には無かったかも知れないので

ある。国語史学に対して、では、いつ、どういう契機で生まれ、明治以降どのようにし

て普及したかを研究してもらいたいと思う。」

とある。柴田武博士の文章の中身の内、国語史への助力を仰がなくては解決が困難な部分

は、今後の課題にしなくてはならない。しかし、前半部分において、都市化した地域では、

朝のあいさつことばとして「お早う」が見られ、都市化以前の地域では、朝のあいさつこ

とばとして「お早う」が無いという全国分布図について、柴田博士は、「なるほどとうな

づくことができた」と記されている。
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その次の段階を、筆者は、次のように考えた。都市化の指標と非都市化の指標の境目に、

「プライバシーの侵害への配慮」を想定したのである。ことばが足りなかったので、ご理

解いただけなかったと思う。部屋ごとに鍵をかけて私的空間を作るかどうかという観点は、

日本に無かった習慣である。贅沢な経済生活を営むようになった時代の好みである。一口

では説明できない複雑なライフスタイルをも要求する様式である。したがって、筆者とし

ては、都市と非都市とを区別する指標の重要な要素として、部屋の構造を重視したのであ

る。しかし、残念なことに、筆者は質問項目の中に、家の構造を問う項目を入れていなか

った。都市化の指標（ＡＳｉｇｎｏｆＵｒｂａｎｉｚａｔｉｏｎ）として、全員の被調査者に、家の構造を尋ね

る項目を入れるべきであったと反省される。それが悔やまれてならない。

柴田先生は都市化の指標として、①町・市、②近くの郵便局、③３加以内の銀行、④１０ｋｍ

以内の図書館、⑤５０ｋｍ以内の総合病院、⑥隣人とのやりもらいなどを挙げていらっしゃ

る。

なるほどと思われる。筆者も、柴田先生の指標について興味を抱く。それらについて検

討してみたいと思う。ただし、被調査者の回答に、昭和４０年代のマイホーム時代が大き

く関与していることを見逃すことはできないと思われる。日本における都市化及び過疎化

は、この時代が契機になるからである。すなわち、家族の構成員が鍵のかかった部屋を持

つことを夢みるようになった時代の趨勢を指摘したいと思う。残念なことに、これを数字

で各地点について、今の段階では、示せない。

日本で証明できることは、世界でも証明できなくてはならない。そこで、フィリピンに

おい＿ても同じ調査を実施して確認をしてみることにしたのである。７０００島以上にも及ぶ

島々を持つフィリピンは、日本列島の国情と似ている。１０種の言語を持ち、共通語とし

て英語とフィリピン語とを使う。フィリピンで、７地点について、あいさつ儀礼の調査を

行い、「お早う」を初めとするあいさつ儀礼の実態調査を行うことにした。その報告を以

下に行う。

フィリピンで方言調査を実施する計画を立てた理由の二番めは、中部ジャワ都市社会に、

家族間の朝の出会いのあいさつが存在しなかったように、フィリピンでもあいさつが存在

しないという事実を、筆者自身による独自の調査で確認するためであった。

マリノフスキーが力説したように、文化人類学ではあいさつ語の存否が集落や階層間の

多様な機能に関わることが知られている。染谷臣道氏が、中部ジャワ島でのあいさつ語の

社会的機能を考察されている。染谷氏は、ジャワでの実地調査の結果、ジャワには、家族

間の朝の出会いのあいさつ語は無いと報告されている。ジャワ島はセレベス島を介して、

フィリピン諸島の南部に位置する。筆者が臨地調査を企画したフィリピン諸島においても、

氏の報告と同じ結果が得られる可能性を期待している。ジャワもフィリピンも共に、都市

化以前の国情であると判断されるからである。都市化を朝の家族間の挨拶儀礼の指標に考

えるとすれば、ジャワとフィリピンとの両方に、否定的な無の結果が出るべきはずだとい
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う予測を立てているのである。家族間での挨拶儀礼が「無いこと」、「虚」であることが、

証明されれば良いのである。

以上、二つの目的により、小調査を実施した。

２　フィリピンでのあいさつ儀礼調査日時・場所

平成１５年２月２２日（土）午前１０時１５分～１２時００分

フィリピン大学教育学部講義室において、ＶＩＲＧＩＬＩＯ Ｕ．ＭＡＮＺＡＮＯ博士のご好意によ

り、授業後に院生に集まっていただき、７人の被調査者についての方言調査を実施するこ

とができた。小さな講義室であり、十人くらいで一杯になる。個人の音声が確実に耳に聞

き取れる。録音たも雑音が入る心配はなかった。良い条件が整っていた。満足な調査が遂

行できたと考えている。

３　調査方法

調査は、筆者がたどたどしい英語で質問文を発音し、それをＭＡＮＺＡＮＯ博士が繰り返

して説明するか、又は質問文を噛み砕いて説明する。被調査者は、それらの質問文を聞き

取って内容を理解した上で、各自、Ａ－４の紙に、出身地の方言で方言事象を書き付ける。

文の形式で書いてもらった。その書き付けたあいさつ表現儀礼文を、７人全員に、地点１

から地点７までの順番で発音してもらい、筆者がそれを録音した。次の質問文についても

同じ要領で行い、それを繰り返す。このようにして、１０回通り、繰り返した。質問項目

は、１０であった。筆者は、簡便な録音機を持って、１０回、被調査者の席の周りを回った

ことになる。一回ごとに本人の名前を吹き込んでもらいつつ、項目毎に方言事象を発音し

てもらった。従って、今回の調査法は、フィリピンの７地点へ筆者が直接に出かけて行っ

て調査したのではない。７人が、それぞれの出身地からフィリピン大学へ勉強にきている

のを利用させていただいた。７人の社会人院生（教員）に対して、一カ所で、質問調査を実

施したのである。他者に影響された回答は、無いだろうと心得ている。なぜならば、７人

ともに、賢明な人物ばかりであり、自己の方言についての内省力は抜群であったからであ

る。又、拙方の企画をよく理解してくださり、非常に協力的であったのは、幸いであった。

質問文は、僅かに１０である。その前に、個人情報を書いていただいた。すなわち、そ

れらは、次のとおりである。

①名前

（∋生年月日

③居住歴

④父母の生誕地
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⑤方言習得地

⑥方言名

以上のデータで必要十分であったかどうか。できれば、家族構成や財産や階級や宗教や家

居の構造などまで聞いてみたかった。しかし、厚かましすぎるかと反省して、言い出せな

かった。個人の属性について、どこまで聞いても良いかは、迷うところである。

被調査者はすべて、大学を卒業して教員を職業としていて、聡明である０社会人入学の

大学院生であったから、フィリピンでは、エリートと考えてよいだろう。７人ともに女性

である。

４　質問文

質問文は、以下のとおりである。個人情報（Ａ）とあいさつ儀礼質問文（Ｂ）とを併せて掲載

する。

ＱｕｅｓｔｉｏｎｍｉｒｅｏｎＧｒｅｅｔｉｎｇＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓｉｎｔｈｅＰｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ

ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆｔｈｅＰｈｉｌｉｐｐｌｎｅＳＣｏｌｌｅｇｅｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ

Ｄｉｌｉｍａｎ，ＱｕｅｚｏｎＣｉｔｙ

Ａ．ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｂｒｍａｔｉｏｎ

ｌ．Ｎａｍｅ：

２．Ｂｉｄｂｄａｙ：

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

４．ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｂｅｒ：

Ｍｏｔｂｅｒ：

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｒｎｅｄ：

６．ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：

Ｂ．ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ【以下、正式な質問票、しかし、英語に直して質問している。】

（１）ＤａｉｌｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ

晴れた日の朝早く、家の前で、近所の６０歳台の女の人が７０歳台の女の人に出会って、

ていねいに挨拶をするとき、どのように言いますか０それに応えて、７０歳台の女の人は

どのように言いますか。

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

朝、小学校へ行く子が玄関口で、その家の人に向かって、「行ってきます」と挨拶をす

るとき、どのように言いますか。それに応えて、その子のおかあさんやおばあさんは・ど
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のような挨拶をしますか。

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙＴｉｍｅ

夏の暑い日の朝１０時ごろに、７０歳台のおばあさんが、同年輩のおばあさんに出会って、

ていねいに挨拶をするとき、どのように言いますか。また、それに応えてどのように返事

をしますか。

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｍｉａｇｅ

２９歳の息子に近くからお嫁さんをもらうことが決まった６０歳台の父親に、近所の親し

い５０歳台の女の人が、お祝いの挨拶をするとき、どのように言いますか。それに対して、

どのような挨拶を返しますか。

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

結婚式に招かれて出席した父方の遠い親戚の人は、新郎の父親に、どのような挨拶をし

ますか。新郎の父親は、それに対して、どのように言いますか。

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｏｒｔｈｅＦｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

家の家継ぎの長男に、元気な男の初孫が生まれました。母子ともに安泰です。さっそく、

親戚の伯母さんがお祝いを持参して、初めてお祖父さんになった６０歳台の義理のお兄さ

んに、お祝いを述べるとき、どのように言いますか。それに対して、どんな挨拶を返しま

すか。

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

近くの池で遊んでいた隣の家の、３歳と５歳の男の子の兄弟が、溺れて死にました。泣

き悲しむ親御さんに、弔いを言うとき、どのような挨拶をしますか。それに応えて、どの

ような挨拶ことばがなされますか。

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

自分の家で作った・・ぼた餅・▼を、隣の家におすそ分けするとき、「いつも良いものをいた

だいて有り難うございます。これは、お口に合わないかも知れませんが、召し上がってく

ださい。」などと、へりくだって、ていねいに言うとき、どのように言いますか。これに

対して、どのように挨拶を返しますか。

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎｔｈｅＮｅｗＹｅａｒ－ｓＥｖｅ

年末の１２月３１日の夕方には、親しい人どうしあるいは近所の人に対して、その一年の

お礼と次の新しい良い年を迎えるために、どのような挨拶をしますか。また、相手はどの

ように応えますか。

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡｆｔｅｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｒｎｉｎｇ

朝、起きたとき、家族どうしで、どのような挨拶をしますか。年上へと年下へとの言い

方に区別がありますか。
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５　調査結果

被調査者７人について、各調査票に基づいた調査結果を、以下に記述する。上記の４で

掲げた個人情報（１～６）に続けて、あいさつ表現儀礼（１～１０）も、同時に掲載する。その

後で、考察を試みる。

なお、フィリピンの地図を別紙に掲げて、被調査者の出身地を１から７の地点で表示し

た。煩墳になるので、都市名までは書き込めなかった。考察の段階で、適宜に必要な解説

を試みていくことにしたい。

地点１

Ａ．ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌ．Ｎａｍｅ：Ａ最ｃｅ Ｇａｔｕｓｌａｏ

２・Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｊａｎｕａｒｙｌｌ，１９６５

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

ａ・Ｂｉｒｔｈｔｏ４ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｍａｎｉｌａ，４ｙｅａｒｓ

ｂ・４ｙｅａｒｓｏｌｄｔｏ１７ｙｅａｒｓｏｌｄ－ＢａｃｏｌｏｄＮｅｇｒｏｓＯｃｃｉｄｅｎｔａｌ，１３ｖｅａｒｓ

Ｃ・１７ｙｅａｒｓｏｌｄｔｏ２４ｙｅａｒｓｏｌｄ，Ｍａｎｉｌａ，７ｙｅａｒｓ

ｄ・２４ｙｅａｒｓｔｏ２７ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｈｏｎｇｋｏｎｇ，３ｙｅａｒｓ

ｅ・２７ｙｅａｒｓｏｌｄｔｏ３０ｙｅ訂ＳＯｌｄ－Ｂａｃｏｌｏｄ，ＮｅｇｒｏｓＯｃｃｉｄｅｎｔａｌ，３ｙｅａｒｓ

ｆ・３０ｙｅａｒｓｏｌｄｔｏ３８ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｉｌｏｉｌｏ，８ｙｅａｒｓ

４・ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ‥

Ｆａｔｈｅｒ：Ｈｉｍａｙａｙｌａｎ，ＮｅｇｒｏｓＯｃｃｉｄｅｎｔａｌ

Ｍｏｔｈｅｒ：Ｋａｂａｎｋａｌａｎ，ＮｅｇｒｏｓＯｃｃｉｄｅｎｔａｌ

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｎｅｄ：Ｕｒｂａｎ ａｒｅａ

６・ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：Ｉｌｏｎｇｇｏ

Ｂ・ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

（１）Ｄａｉ１ｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ：

ａ・Ｍａａｙｏｎｇａｇａ，Ｍａｒｅ．

ｂ・Ｍａａｙｏｎｇａｇａｍａｎｄａ．

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

ａ．Ｍａｌａｋａｔｎａｋｏ，ｍａ．

ｂ・Ｓｉｇｅ，ｍａａｙＯｎｇａＰａｇｌａｋａｔ．

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙＴｉｍｅ

ａ・Ｍａａｙｏｎｇａｇａｄａ，Ｍａｒｅ．Ｇｒａｂｅｋａｉｎｉｔｎｏ．

ｂ・Ａｍｏｍａｎ・Ｇｒａｂｅｇｉｄｋａｉｎｉｔ．
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（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｒｒｉａｇｅ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｂｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｂｒｔｈｅＦｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

ａ．０，ｒｅｇａｌｏｋｏｓａｉｍｏ．

ｂ・Ｓａｌａｍａｔｇｉｄ．

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒ－ｓＥｖｅ

ａ・Ｍａｌｉｐａｙｏｎｋａｇｍａｕｓｗａｇｏｎｎｇａｄａｇ－Ｏｎｇｔｕｉｇｓａｉｍｏ・

ｂ．Ａｍｏｍａｎｓａｓａｉｍｏ．

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡｆｔｅｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

ａ・Ｇａｍａｔａｋａｕａｇａｌｉ？

ｂ・Ｈｏ－０，ｂａｇ－０１ａｎｇｇｉｄ・

【簡単な気づき】以上の地点１で、Ａｌｉｃｅ Ｇａｔｕｓｌａｏさんは、ネグロス島の方言を使う。

ネグロス島のバコロド市で生育している。父母ともにネグロス島出身である。イロンゴ語

と言われるものである。ネグロス島とバナイ島などで使われている言語で、別名、ヒリガ

イノン語とも言われる。彼女は、３８歳の若さゆえか、込み入った表現儀礼では、英語を

使う。朝の家族間の儀礼的な挨拶は無い。

地涼２

Ａ．Ｐｅｒｓｏｎａｌｈｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌ・Ｎａｍｅ：ＦｌｏｒｄｅｌｉｚａＡ・Ｍａｎｉｎｇｄｉｎｇ

２．Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｎｏｖｅｍｂｅｒ１６，１９４９

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎ ＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

ａ・ＬｕｐｕｚＳｔ・，ＩｌｏｉｌｏＣｉｔｖ－９ｙｅａｒｓ

ｂ・Ｂｌｉｍｏｄｉａｎ，Ｉｌｏｉｌｏ－６ｙｅａｒｓ

Ｃ・ＩｌｏｉｌｏＣｉｔｙ－８ｙｅａｒｓ

ｄ・Ｍａｎｉｌａ－ｕＰｔＯＰｒｅＳｅｎｔ

４・ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｈｅｒ：Ａｌｉｍｏｄｉａｎ，Ｉｌｏｉｌｏ
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Ｍｏｔｈｅｒ：Ａｌｉｍｏｄｉａｎ，Ｉｌｏｉｌｏ

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅ ｄｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｒｎｅｄ：Ｕｒｂａｎ

６．ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋ印：ＫａｒａＹ－ａ

Ｂ．ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

（１）ＤａｉｌｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ

Ｍａｙａｄｎｇａａｇａｋａｎｉｍｏｍａｒｅ・

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ｎａｙ，ｍａＰａｎａＷｍａｎａｋｏｓａｅｓｋｕｗｅｌａｈａｎｋａｗｈａ？

Ｓｉｇｉ，ａｎｄａｍｎａｉｎｄｉｋａｍａｇｓａｇａｓａｎｓｉｐａｌｓ・

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙＴｉｍｅ

Ｍａｙａｄｎｇａａｄｌａｗａｎｋａｎｉｎｏｍａｒｅ・Ｓｕｓｇｒａｂｅａｎｇｉｎｉｔｔｕｌｏｄｎｏ？

Ｈｕａｄｍａｎ，ｄａｗｋａｎａｍｉｍａｇｌｇａＳａｄａｇａｔｎｏ？

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｏｆＭａｍｉａｇｅ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

Ｄａｙｄｉｙａｒｅｇａｌｏｋｏｋａｎｉｍｏ・Ｐａａｄｍａｇｕｓｔｕｈａｎｍｏ・

Ｗｏｗ！Ｈａｎｇｇａｄｋａｒｅｇａｌｏｍｏ．Ｓａｌａｍａｔｈａ！

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒ－ｓＥｖｅ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｂｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡ鮎ｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｒｎｉｎｇ

Ｄａｙｂｕｇｈａｗｎａａｄｌａｗａｎｎｏ．Ｈｕｏｄｄｉｙａｎｎｏｎａｂｅ・

Ｙｅ．

ＡｙｂｕｇｋａｗｋａｎｏｎＨｕｏｄ．

【簡単な気づき】地点２では、５４歳のＭａｎｉｎｇｄｉｎｇさんのイロンゴ話方言が巧みに

表現されている。先のＡｌｉｃｅ Ｇａｔｕｓｌａｏさんの方言とかなり違っている。が、これもイロン

ゴ語の一種と見なされる。イロイロ市から２０ｋｍ南方にあるⅩ訂ａｙ－ａ方言を使うとのこと

である。朝の家族との出会いの挨拶に、定型は無いとのことである。いろいろな言い方が

なされている。

ー６７－



地点３

Ａ．ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌ．Ｎａｍｅ：ＡｒｌｉｎｄａＭ．Ｐａｍｅ

２．Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｍａｙ２１，１９５９

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

ａ．１－１８ｙｅａｒｓｏｌｄ－ＳａｎＭａｒｃｅｌｉｎｏ，Ｚａｍｂａｌｅｓ

ｂ．１８－２１ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｍａｎｉｌａ

Ｃ・２１－２３ｙｅａｒｓｏｌｄ－ＳａｎＭａｒｃｅｌｉｎｏ，Ｚａｍｂａｌｅｓ

ｄ・２３－２７ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｋｅｄａｐａｗａｎ，ＮｏｒｔｈＣｏｔａｂａｔｏ

ｅ・２８Ｙｅａｒｓ－ｔＯＰｒｅＳｅｎｔ－ＳａｎＭａｒｃｅｌｉｎｏ，Ｚａｍｂａｌｅｓ

４．ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｈｅｒ：Ｂｕｒｇｏｓ，ＳａｎＭａｒｃｅｌｉｎｏ，Ｚａｍｂａｌｅｓ

Ｍｏｔｈｅｒ：Ｂｕｒｇｏｓ，ＳａｎＭａｒｃｅｌｉｎｏ，Ｚａｍｂａｌｅｓ

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｍｅｄ：Ｒｕｒａｌ

６．ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：Ｉｌｏｋａｎｏ

Ｂ．ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

（１）ＤａｉｌｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ

Ｎａｉｍｂａｇｎｇａｂｉｇａｔ，Ｍａｎａｎｇ・

Ｋａｓｔａｍｅｔｋｅｎｉａｍ，Ａｄｉｎｇ．

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ａｐａｎａｋｏｎ，Ｉｎａｎｇ・

Ｄｉｏｓｔｉｋｎｍｕｙｏｇ．

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙｔｉｍｅ

Ｎａｇｐｕｄｏｄｔｉｐａｎａｗｅｎ，ｎｌｙａＫｕｍａｄｒｅ・

Ｗｅｎｎｇａｒｕｄ．

Ｎａｉｍｂａｇｎｇａａｌｄａｗ・

ＫａｓｔａｍｅｔＫｅｎｉａｍ，Ｋｕｍａｄｒｅ．

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｒｒｉａｇｅ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｎｇｓ）

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（６）ＧｒｅｅｔｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｂｒｔｈｅＦｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）
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（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｍｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

Ｐａｐｉｇ－Ｓａｅｍｔａｎａｋｅｍｍｏ．

Ｔａｌａｇａｎｇａｋａｓｔａｔｉｂｉａｇ．

Ｓａｌａｍａｔ．

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

Ｐａｒａｋｅｎｉａｍｄａｙｔｏｙ．

Ｓａｌａｍａｔｔｉａｄｕ．

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒ．ｓＥｖｅ

Ｎａｉｍｂａｇｎｇａｂａｒｏｎｇａｔａｗ－ｅｎ，ｋｅｎｉａｙｏ・

Ｋａｓｔａｍｅｔｋｅｎｉａｍ．

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡｆｔｅｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ａｇｒｉｉｎｇｋａｎ！

Ｎａｋａｒｉｉｎｇｋａｎ？

【簡単な気づき】　以上の地点３は、典型的なイロカノ語の方言である。マニラの北

部２００ｋｍほど離れたサンバレス州の出身である。ずいぶん特色の異なった挨拶表現が見

える。しかし、家族での朝の出会いの挨拶に、定型は見られない。場面的な言い方が多彩

である。

地点４

Ａ ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌ．Ｎａｍｅ：ＭａｒｙＲｏｓｅＶ．Ｂａｇａｍａｎ－Ｍｉｒａｎｄａ

２．Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｊａｎｕａｒｙ２７，１９６４

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

０－２ｙｅｒｓｏｌｄ－ＰａｓａｙＣ止ｙ

２－５ｙｅａｒｓｏｌｄ－ＤａｖａｏＣｉｔｙ

５－１０ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｃｕｂａｏ，ＱｕｅｚｏｎＣｉｔＹ

ｌＯ－３１ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｍａｒｉｋｉｎａ

３１－ｔＯＰｒｅＳｅｎｔ－Ｓｔａ．Ｍｅｓａ，Ｍａｎｉｌａ

４．ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｈｅｒ：Ｓｈａｎｇｈａｉ，Ｃｈｉｎａ

Ｍｏｔｈｅｒ：Ａｍｏｙ，Ｃｈｉｎａ

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｒｎｅｄ：Ｕｒｂａｎ

６．ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：ＥｎｇｌｉｓｈａｎｄＴａｇａｌｏｇ
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Ｂ．ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

（１）Ｄａｉ１ｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ

ＭａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａＰＯ．

Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａｒｉｎ．

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｒｎｉｎｇ

Ｐａ山ａｍｎａＮａｎａｙ．

Ｓｉｇｅｌｎｇａｔｋａａｎａｋ．

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙＴｉｍｅ

Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａｍａｒｅ・Ａｎｇｉｎｉｔｎｇａｙｏｎｎｏ？

００ｎｇａ，Ｓｕｍｍｅｒｎａｔａｌａｇａ・

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｒｒｉａｇｅ

Ｏｔｕｌｏｙｋａｙｏ！ｍｍｕｓｔａｎａ？

Ｏｕｐｏｋａｙｏ！

ＧｏｏｄｍｏｒｎｌｎｇＰＯ！Ｍａｂｕｔｉｎａｍａｎｐｏｋａｍｉ・

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

Ｃｏｎｇｒａｔｕｒａｔｉｏｎｓ！

Ｂｅｓｔｗｉｓｂｅｓ！

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｏｒｔｈｅＦｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

ｐａｒｅ，ＣＯｎｇｒａｔＳ！Ｎａｋａｉｓａｒｉｎｋａｙｏ・

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＤｒｏｗｎｅｄ

Ｎａｋｉｋｉｒａｍａｙｋａｍｉ．

Ｓａｌａｍａｔ，Ｓａｎａｌｐａｇｄａｓａｌｎｙｏｓｌｙａ・

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

Ｍａｌｉｇａｙａｎｇｂａｔａ！

Ｓａｌａｍａｔｓａｒｅｇａｌｏｈａ！

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒ－ｓＥｖｅ

Ｍａｎｉｇｏｎｇｂａｇｏｎｇｔａｏｎ・

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡｆｔｅｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ｇｉｓｉｎｇｎａ！

Ｏｐｏ，ｂａｂａｎｇｕｎｎａｐＯ・

【簡単な気づき】以上、地点４では、彼女は、マニラ市内のケソン市の生育である。

父母は中国人であり、本人は英語とタガログ語とを話す。フィリピノ語の基礎になったタ

ガログ語が普通の生活語である。多様な方言的言い方に親しんでもいる。しかし、朝の家
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庭内での特定挨拶形式は無い。他人への丁寧な朝の挨拶は、共通語である。都会的な言語

生活を行っているようである。

地点５

Ａ．ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｌ・Ｎａｍｅ：ＭａｒｉａＶｅｌｉｓｓａＯ．Ｄａｙｏ

２．Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｍａｙ２４，１９７２

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎ ＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

ＯＡｙｅａｒｓｏｌｄ－ＰａｓｉｇＣｉｔｙ

４－２０ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｃａｉｎｔａ，Ｒｉｚａｌ

２０－２３ｙｅａｒｓｏｌｄ－ＱｕｅｚｏｎＣｉｔｙ

２３－３０ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｍｕｎｔｉｎｌｕｐａ／ＬａｓＰｉｎａｓＣｉｔｙ

４・ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｈｅｒ：ＳａｍＰａｌｏｃ，ＱｕｅｚｏｎＰｒｏｖｉｎｃｅ

Ｍｏｔｈｅｒ：ＳａｍＰａｌｏｃ，ＱｕｅｚｏｎＰｒｏｖｉｎｃｅ

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｒｎｅｄ：Ｕｒｂａｎ

６・ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：ＴａｇａｌｏｄＦｉｌｉｐｉｎｏａｎｄＥｎｇｌｉｓｈ

Ｂ・ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎ

（１）ＤａＨｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ…

Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇ乱

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｒｎｉｎｇ

Ｓｉｇｅｐｏ！Ａａｌｉｓｎａｐｏａｋｏ．

Ｓｉｇｅ！ＫａａｗａａｎｋａｎｇＤｉｙｏｓ．

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙＴｉｍｅ

Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａ，Ｍａｒｅ・Ａｎｇｉｎｉｔｎｇｐａｎａｈｏｎａｎ０？

００ｎｇａ．

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｒｒｉａｇｅ

（ＵｓｅＥｎｇ鮎ｈ餅ｅｅ血ｇｓ）

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｏｒｔｈｅＦｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈＧｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

ＮａｋｉｋｉｒａｍａｙｋａｍｉｓａｌｎｙＯ．
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Ｓａｌａｍａｔ．

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

ＰａｒａｓａｌｎｙＯｉｔｏ．

Ｓａｌａｍａｔ．Ｎａｇ－ａｂａｌａｋａｐａ・

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒ－ｓＥｖｅ

Ｍａｎｉｇｏｎｇｂａｇｏｎｇｔａｏｎ！

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡ鮎ｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ｇｉｓｉｎｇｎａ！Ｔａｎｇｈａｌｉｎａ！

【簡単な気づき】以上、地点５では、被調査者のＭａｒｉａさんは、マニラ市の生粋の

生育であり、父母もマニラ市のど真ん中で生まれ育っている。しかし、月常生活語は、朝

の挨拶が（１）と（１０）とで相違しているように、家族間での挨拶は存在しない。タガログ語

による朝の挨拶は、Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍｉｇａ．である。この共通語が交わされているのは、フィリ

ピンの首都らしさを示すものである。本人は、タガログ語を母語方言としつつ、フィリピ

ノ語も使い、教養語としての英語も自在に使う。優れた教養人なのである。

地点６

Ａ．ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｏｍａｔｉｏｎ

ｌ．Ｎａｍｅ：ＰｒｉｓｃｉｌｌａＤ．Ｄｏｍｉｎｏ

２．Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｍａｒｃｈ１６，１９８０

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

０－２２ｙｅａｒｓｏｌｄ－？ｔｏ．ＤｏｍｌｎｇＯ，Ｂａｃｏｎ，Ｓｏｒｓｏｇｏｐ

２２ｙｅａｒｓｏｌｄｔｏｐｒｅｓｅｎｔ－Ｂｉｎａｎｇｏｎａｎ，Ｒｉｚａｌ

４．ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｈｅｒ：Ｂａｃｏｎ，Ｓｏｒｓｏｇｏｎｇ

Ｍｏｔｈｅｒ：Ｂａｃｏｎ，Ｓｏｒｓｏｇｏｎ

５．ＰｌａｃｅＷｈｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｍｅｄ：Ｒｕｒａ１

６．ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：Ｂｉｃｏｌａｎｏ

Ｂ．ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

（１）ＤａｉｌｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ

Ｍａｌｅａｌｄａｗ．

Ａｌｄａｗ ｍａｎ．

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｗｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ｍａｄｕｍａｎｎａ ａｋｏＭａｍａ．

Ｃｉｇｅ，１ｎｇａｔ．
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（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙｔｉｍｅ

Ｒａｉｎｉｔｄａｗｎｕｎｙａｎ，Ｍａｌｉ．

Ａ皿Ｏｐａ．

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｍｉａｇｅ

Ｄａｏｇ．

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

Ｃｏｎｇｒａｔｕｌａｔｉｏｎ！

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

Ｓａｗａｋａｓｎａｋａｌａｌａｋｅ ｋａｎａ．

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

Ｎａｋｉｋｉｄａｍａ ｋａｍｉｓａｉｎｄｏ．

Ｓａｌａｍａｔ．

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

Ｐａｓｅｎｓｙａｋａｎａｌｙｕｌａｎｇｌｎｌａｎｇｎａｋａｙａｎａｎｋｏ・

Ｓａｌａｍａｔ．

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒ－ｓＥｖｅ

Ｍａｌｉｇｍａｎｇｂａｇ－ｕｎｇｔａＯｎ！

ＭａｕｇｍａｎｇＢａｇ－ｕｎｇｔａＯｎｍａｎＳａｉｍｏ．

（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡ鮎ｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ｍａｔａｎａｄｙａｎ．

Ｉｙｏｔａｂｉ．

【簡単な気づき】　以上、地点６は、ルソン島の最南端にあるソルソゴン州のソルソ

ゴンの言語である。Ｄｏｍｉｎｏさんは、Ｂｉｃｏｌａｎ０方言を話す。当然、共通語である英語も十

分に話せる。マニラからソルソゴンまでは、４００ｋｍぐらい離れている。タガログ語の中の

一派がＢｉｃｏｌａｎｏ方言だとされているが、ずいぶんと異なった印象を受ける。（１）のＭａｌｅ

ａｌｄａｗ．Ａｌｄａｗｍａｎ．という朝の一般的な挨拶が（１０）の家族との朝の挨拶には聞かれない。そ

の代わりに、Ｍａｔａｎａｄｙａｎ．Ｉｙｏｔａｂｉ．という挨拶になる。ここでも、家族間に特定の言い方

は無い。共通語と同じ朝の挨拶は、家族に対して交わされないのである。因みに、Ｂｉｃｏｌａｎｏ

方言では、「おはよう」に当たる言い方は、Ｍａｒｈａｙ ｎａ ａｇａ．である。Ｄｏｍｉｎｏさんは、この

一般的な朝の挨拶を回答しなかった。多様である。ピコール半島にＢｉｃｏｌａｎｏ方言が広く

行き渡る。ケソン州を出はずれて、カマリネス州に入ると、Ｂｉｃｏｌａｎｏ方言になる。

地点７

Ａ．ＰｅｒｓｏｎａｌＩｎｆｂｒｍａｔｉｏｎ
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１．Ｎａｍｅ：Ｍｓ．ＪｏａｎＡ．Ｄｅｏｃａｒｅｚａ

２．Ｂｉｒｔｈｄａｙ：Ｊｕｎｅ５，１９７８

３．ＮｕｍｂｅｒｏｆＹｅａｒｓｉｎ ＣｕｒｒｅｎｔＲｅｓｉｄｅｎｃｅ：

０－２０ｙｅａｒｓｏｌｄ－ＳｏｒｓｏｇｏｎＣｉｔＹ

２０－２２ｙｅａｒｓｏｌｄ－Ｒｉｚａｌ

２２ｙｅａｒｓｏｌｄｔｏｐｒｅｓｅｎｔ－Ｍａｎｉｌａ

４．ＰａｒｅｎｔｓＢｉｒｔｈｐｌａｃｅ：

Ｆａｔｈｅｒ：Ｂａｃｏｎ，Ｓｏｒｓｏｇｏｎ

Ｍｏｔｈｅｒ：Ｂａｃｏｎ，Ｓｏｒｓｏｇｏｎ

５．ＰｌａｃｅＷもｅｒｅＤｉａｌｅｃｔＷａｓＬｅａｍｅｄ：Ｒｕｒａｌ

６．ＤｉａｌｅｃｔＳｐｏｋｅｎ：ＢｉｃｏＩ

Ｂ．ＣｏｍｍｏｎＥｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ

（１）ＤａｉｌｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ

Ｄｉｏｓｍａｙｈａｙｎａａｌｄａｗ・

Ａｌｄａｗ ｍａｎＳａｉｍｏ．

（２）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎａＣｈｉｌｄＬｅａｖｅｓｆｏｒｔｈｅＳｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＭｏｒｎｉｎｇ

Ｍａｈａｌｉｎａ ｔａｂｉａｋｏ Ｍａｍａ．

Ｄａｌａｎ，ｍａｇｉｓｋｗｅｌａｋｏｍａｎａｙｈａ！

（３）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＭｅｅｔｉｎｇｏｎａＤａｙＴｉｍｅ

Ｇｒａｂｅｔａｌａｇａｄｉｙｄｉｓｕｔｏａｎ０？

Ｉｙｏｎｇｕｎｌ，ｇｒａｂｅｋａｒａｇｉｔｋｕｎｉｎｉｔ・

（４）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＭａｒｒｉａｇｅ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（５）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＷｅｄｄｉｎｇＣｅｒｅｍｏｎｙＤａｙ

（ＵｓｅＥｎｇｌ独伊ｅｅ血ｇｓ）

（６）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｆＥｓｔｅｅｍｆｏｒｔｈｅＦｉｒｓｔＧｒａｎｄｃｈｉｌｄ

（ＵｓｅＥｎｇｌｉｓｈｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）

（７）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＤｕｒｉｎｇｔｈｅＦｕｎｅｒａｌｏｆａＣｈｉｌｄＷｈｏＤｒｏｗｎｅｄ

Ｎａｋｉｋｉｄａｍａｙｋａｍｉ・Ｕｎｏｇｔａｌａｇａｋｎｏｎａｎｇｂｕｈａｙ，ｍａｙｎａｉｉｎｏｔ・

Ｓａｌａｍａｔ．

（８）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＷｈｅｎＥｘｃｈａｎｇｉｎｇＧｉｆｔｓ

Ｐａｓｅｎｓｙａｋａｎａｄｉｇｄｉｓａｒｅｇａｌｏｋｏ・Ｓａｎａｍａｍｕｙａｈａｎｍｏ・

Ｓａｌａｍａｔ．

（９）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓｏｎＮｅｗＹｅａｒＴｓＥｖｅ

Ｍａｏｇｍａｎｇｂａｇ－ＯｎｇｔａＯｎ・
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（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡｆｔｅｒＷａｋｉｎｇＵｐｉｎｔｈｅＭｏｍｉｎｇ

Ｍａｔａｋａｎａ？Ｂｕｈａｔｎａｄｙａｎ！

【簡単な気づき】　以上の地点７では、先の地点６におけるＤｏｍｉｎｏさんのＢｉｃｏｌａｎ０

方言と近距離にあるはずなので、似ているかと思って注目していた。しかし、詳しく観察

してみると、ずいぶん異なっている。だいたい共通すると考えられる言い方は、（７）葬送

挨拶と（８）贈答挨拶ぐらいであろうか。最後の（１０）朝の家族間の出会いの言い方が似てい

る。地点６と地点７とは、被調査者が共にＳｏｒｓｏｇｏｎ州の生まれである。両者ともに父母

がＢａｃ。ｎ町の出身なのに、それぞれ、微妙にあいさつ儀礼が異なる。一致するものが少

ない。Ｓｏｒｓｏｇｏｎ州に二人とも、成人になるまでいて、その後に、マニラ市内へ勉強に出た０

どうして、違いが生じたのか。地点７のＪｏａｎさんは、Ｂｉｃｏｌ方言を話す。他方の地点６の

Ｄ。ｍｉｎ。さんは、Ｂｉｃ。１ａｎｏ方言である。広く見れば、地点６も地点７も、フィリピノ語と

いう枠の中では同じなのだが、表現形が、ずいぶんと異なって見えないだろうか。

以上の調査結果に基づいて、考察を試みたいと思う。

６　考察

（１）目的の確認

目的は、Ⅳの最初に記したように、家族内での朝の定型的なあいさつは、フィリピン各

地でも見られないことを証明することである。

（２）フィリピンの方言調査で気づいた三つの驚博的な発見

ａ．フィリピンの言語には、語頭・語中・語尾がｎｇ通鼻音になる音がある。

「歯」のことをｎｇｉｐｉｎギーピンと発音する。このようなのが少なくない。特に語頭がｎｇ

音で始まる語を聞いた時には驚いた。しかし、筆者は既にこの音を３３年前に、日本の方

言調査で聞いたことがある。それは、１９６７年９月１１日のことである。

静岡県浜名郡新居町で、当時６７歳の白井じゅう（明治３３年１月１４日生まれ）さんの方

言を調査した時、語頭・語中・語尾の区別なく、が・ギ・ク○・ゲ・コ○であるこ

とを知って驚いた。「みみず」をメンバ、「ざりがに」をザルがニ、「みずすまし」をミ

ズマーシと言った後で、「かえる」のことを「ガイロ」と回答したのである。耳を疑っ

たが、確かにｎｇａｉｒｏであった。その後、土地出身の山口幸洋博士のご好意で、新居町上

田公民館に男女６人にお集まりいただいて、四方山話を録音した。その時にお集まりくだ

さった方々は、明治２０年代から明治３０年代のお生まれの方々ばかりであったが、悉く、
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ガ行音を語頭・語中・語尾でｎｇで発音なさっていた。

ｂ．フィリピン諸島の言語では、声門閉鎖音が頻りに聞かれる。たとえば地

点１のＡｌｉｃｅさんの調査のとき、朝のＤａｉｌｙ Ｇｒｅｅｔｉｎｇｓは、既に表記したように、アルファ

ベットでは、Ｍａａｙｏｎｇ ａｇａ，Ｍａｒｅ．なのだが、音声学的に筆者が記録したものによれば、

［ｍａ一画ｎ－ａｇａ ｍｍａｒｅ．］と記している。一文に二度も声門閉鎖音が出てくる。会話の拍子ｔ

で、文末の声門閉鎖音も聞かれることがあるが、聞き取りは困難を要する。

このことは、日本での方言調査経験と重なる。１９９５年４月８日に沖縄県国頭郡国頭村

字奥で方言調査をしていたとき、老女が「豚」の方言を次のように説明してくれた。

ｂｏｓｏｄｅｗａ ｎｅ．一ｗａ：ｄｅｓｈｏ．▼ｗａ：ｄｅｓｈｏ．１ｗａ‥・ｋｏｃｃｉｗａｔａｄａｎｏ’’ｗａ：’’・’７ｗａ‥ＴＴ・ｄｚｅｎｚｅｎ

ｔａｄａｎｏ‖ｗａ：Ｔ７ｎａｕＪＯ．ａｎＯｄｚｉｄｅｋａｉｔａｒａｎｅ・ＪＯＳＯｄｅｗａｎｅ・’”ｗａ：”ｔｏｋａｊｕ：ｄｅｓｈｏ・ＳＯ：勾ａ

ｎａｉｎｏ．］

と言われた。首里などの声門閉鎖音は有名である。だが、沖縄の北端の「奥」地区にをま、

それが無い。その経験は筆者にとって貴重であった。が、ともかくも、沖縄をはじめ、南

西諸島に顕著なグロツタル・ストップが、フィリピンにおいても大事なものなのである。

ｃ．三つめに驚いたことは、文の初めに述語が来るという点である。「私は

日本人です」というとき、［ｈａｐｏｎｅｓ ａｋｏ．］となる。ａｋｏは主語の「わたし」である。日本

語なら、倒置法と言われるところだが、フィリピンでは、これが正置法なのである。主語

の標識辞であるところのａｎｇやｓｉを用いない場合には、述部だけで文が成立することも

ある。こういう場合には、雰囲気や場面で読みとらざるをえない。前後の文脈の助けを借

りて主語を読み解く技法などは、日本語と非常によく似ている。

（３）フィリピンの方言についての概観

筆者は、たまたま、７地点の方言を調査した。それらにより、フィリピンでの主要な１０

種類の方言の内の５種類に触れることができたことになる。幸いであった。

一一ＡｍＳｏｆｔｈｅＷＯＲＬＤ．ＳＬＡＮＧＵＡＧＥＳ‖　ｅｄ・ＣｈｒｉｓｔｏｐｈｅｒＭｏｓｅｌｅｙａｎｄＲ・Ｅ・Ａｓｈｅｒ，１９９４ｂｙ

Ｒｏｕｔｌｅｄｇｅ，Ｌｏｎｄｏｎ

によれば、フィリピンでの最も重要な１０言語の使用人口は、次のとおりである。（○の印

は、筆者が今回、聞くことのできた言語である。ただし、Ｉｌｏｎｇｏ語の中を分けてＫ打ａｙ－ａ

をも別置すればイロンゴは更に一つ増える。すると合計五つの言語に触れたことになる。）

○タガログ語（Ｔａｇａｌｏｇ）－…１２００万人、２１．８パーセント

セプアノ語（Ｃｅｂｕａｎｏ）∴＿１２００万人、２１．８パーセント

○イロンゴ語（Ｉｌｏｎｇｏ，ＯｒＨｉｌｉｇａｙｎｏｎ）”－－６００万人、１０．９／トセント

○イロカノ語（Ｉｌｏｋａｎｏ）…－８００万人、１４．５パーセント

○ピコール語（Ｂｉｋｏｌ）－－…３２２．５万人、５．９パーセント

ワライ語（Ｗａｒａｙ，Ｏｒ・Ｓａｍａｒ－Ｌｅｙｔｅ）－－－－３００万人、５．５パーセント
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カバンパンガン語（Ⅹａｐａｍｐａｎｇａｎ）－－－－２００万人、３．６パーセント

パンガシナン語（Ｐａｎｇａｓｉｎａｎ）…－２００万人、３．６パーセント

マラナオ語（Ｍａｒａｎａｏ）叫－１００万人、１．８パーセント

マギンダナオ語（Ｍａｇｉｎｄａｎａｏ）…－１００万人、１．８／トセント

フィリピノ語の基礎になったタガログ語がわずかに、国家の２１．８パーセントでしか、母

語として使用されていないという事実にも驚いてしまう。しかも、ピコール語もフィリピ

ノ語の標準語とされるけれども、多くはない。このような複雑に母語が入り乱れる状態で

あれば、英語が教養語として使用される社会的状況が、素直に理解できる。

７人の被調査者は、筆者が実施した１０の質問項目のうちで、各自の方言社会で鱒必ず

しも、習慣的な言い方が無い場合には、（Ｕｓｅ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｇｒｅｅｔｉｎｇｓ）と回答していた。フィリ

ピンでの言語生活の中では、英語が、いわば、接着剤の役目を果たしていることがよく分

かる。また、教育現場での英語教育振興が盛んであるということを、異口同音に７人の方

々からお聞きすることが出来た。

（４）「（ｌ）ＤａｉｌｙＧｒｅｅｔｉｎｇｓ」と「（１０）ＧｒｅｅｔｉｎｇｓＡｆｔｅｒＷａｋｉｎｇｔＪｐｉｎｔｈｅＭｏｒｎｉｎｇ」との

比較による定型挨拶の不一致から見えてくる事実について

質問項目の（１）と（１０）とで同じ定型の挨拶形式が出てくれば、筆者の仮説を覆すことに

なる。つまり、その地点は「都市化」の段階に至ったと見て良いからである。すなわち、

（１）で「お早う」などの定型的な他人儀礼のあいさつが見られ、かつ、（１０）でも、家庭内

で家族との朝の出会いに「お早う」式のあいさつ儀礼が見られれば、正に、都市化の標識

を証明したことになる。両方に同じ言語形式が見られるか否かが決めてである。

家族と朝、最初に出会ったときに、他人に対して丁寧なあいさつ儀礼を示したように同

じ言語形式を繰り返すかどうかを検証しなくてはならない。再度、全７地点について、（１）

と（１０）とを取り出して、検討してみることにしたい。

地点１

（１）ａ．Ｍａａｙｏｎｇａｇａ，Ｍａｒｅ．

ｂ．Ｍａａｙｏｎｇａｇａｍａｎｄａ．

（１０）ａ．Ｇａｍａｔａｋａｕａｇａｌｉ？

ｂ．Ｈｏ－０，ｂａｇ－０１ａｎｇｇｉｄ．

地点２

（１）Ｍａｙａｄｎｇａａｇａｋａｎｉｍｏｍａｒｅ．

（１０）ＤａｙｂｕｇｈａｗｎａａｄｌａｗａｎｎＯ．Ｈｕｏｄｄｉｙａｎｎｏｎａｂｅ．
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Ｙｅ．

ＡｙｂｕｇｋａｗｋａｎｏｎＨｕｏｄ・

地点３

（１）Ｎａｉｍｂａｇｎｇａｂｉｇａｔ，Ｍａｎａｎｇ・

（１０）Ａｇｒｉｉｎｇｋａｎ！

Ｎａｋａｒｉｉｎｇｋａｎ？

地点４

（１）Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａｐｏ．

Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａｒｉｎ・

（１０）Ｇｉｓｉｎｇｎａ！

Ｏｐｏ，ｂａｂａｎｇｕｎｎａＰＯ・

地点５

（１）Ｍａｇａｎｄａｎｇｕｍａｇａ．

（１０）Ｇｉｓｉｎｇｎａ！Ｔａｎｇｈａｌｉｎａ！

地点６

（１）Ｍａｌｅａｌｄａｗ．

Ａｌｄａｗ ｍａｎ．

．（１０）Ｍａｔａｎａｄｙａｎ．

Ｉｙｏｔａｂｉ．

地点７

（１）Ｄｉｏｓｍａｙｈａｙｎａａｌｄａｗ．

Ａｌｄａｗ ｍａｎｓａｉｍｏ．

（１０）Ｍａｔａｋａｎａ？Ｂｕｈａｔｎａｄｙａｎ！

以上の７地点における（１）と（１０）とを比較して見たところ、（１）で見られた語形を、（１０）で

使用している地点は、皆無であった。このことは、非常に重要な事実である。（１）は、朝

の挨拶の定番が表現される。日本であれば、「お早う」という形式である。これが、（１０）

には、完全に出てきていない。家族に対しての挨拶は、別の言い方になるのである。

調査の場席でも、（１）の言い方は、（１０）ではしない、という回答を全員から、口頭でも

聞いている。その上で、７人に、具体的な言い方を強いて、応えてもらっている。二段階

の手続きでの調査により、（１０）が応えられているのである。そんな経緯を説明するまでも

無く、（１）で見られた形式は、（１０）に現れていない。完壁に異なるという状態も、筆者に

は興味ぶかい発見であった。

日本では、都市化の進んだ地方では、（１）と（１０）とで、同じ言語形式を取るようになっ

てきているのである。それを筆者は、何らかの「都市化の指標」（ＡＳｉｇｎ ｏｆＵｒｂａｎｉｚａｔｉｏｎ）

と定義して、証拠を探しているところであった。
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ところが、フィリピンでは、全７地点で、（１）と（１０）とで、共通した言い方を持たない

という結果になったということは、７地点が全部、日本でのレベルにおける「都市化」に

至っていないということと解釈しなくてはならなくなる。事実だから、これは、動かしよ

うが無い。人口が多いだけでは都市化ではない。都市の質が問題なのである。日本でも、

先の拙文で考察したように、昭和４０年代の高度成長期を経た後の都市地域に、「お早う」

などの定型的あいさつ儀礼が広がって行っていた。その都市化の過程を考慮すれば、フィ

リピンでの７地点の事実から、次の結論が導き出される。

【小結論】（１）の形式が（１０）に繰り返されなかった事実により、これは、フィリピン

社会が、まだ、都市化されていない段階、つまり、社会機構の高度化以前と捉えることが

可能かと思われる。これが一つの解釈である。日本で得られた仮説を、フィリピン社会に

当てはめた場合の解釈ではあるけれども、ひとまずは、納得の行く結論である。

（５）フィリピン社会はジャワ社会と同じく、朝の家族内での出会いの挨拶を行わないこ

とについて

ここでは、前の章で得られた結果を追認することになる。ジャワ中部社会でのと同じく、

フィリピンでも、家族どうしの朝の出会いの挨拶は無い。無いというのではないが、定型

の挨拶が無いという意味である。つまり、「お早う」などの儀礼的な挨拶が無いのである。

家族間で、「元気か」とか、「よく眠れたか」とか、「早く食事にせよ」とか、「遅刻す

るぞ」とか、「仕事に取りかかれ」とかの言い方はあり得るだろう。先の例で地点１から

地点７までの実例で確認できた通りである。また、取り立てて、質問項目の（１）と（１０）と

を対比させ異同を比較したときに指摘したように、（１）の儀礼的な挨拶が（１０）で表現され

てはいなかった。家庭の中と家庭の外とのルールが異なることが明白であった。家庭内で

の挨拶は無かったのである。ジャワ島では、いつも家庭内での挨拶は無いと、染谷氏は報

告されていた。しかし、フィリピンにおいては、そこまで筆者には断言できるほどの調査

を実施してはいない。フィリピンでの質問項目（１０）において聞かれた表現の多くは、生活

の中での気軽な声掛けと見られる。それは、一日の始まりには、行動を励まし勧める上で、

なくてはならない必須の表現であろう。

ここで、確認できたのは、同じ家族としての一体的な関係から離れた言い方は無かった

ということである。家族どうしでも、他人としての個人と個人の関係で見れば、「お早う」

に類する挨拶儀礼があり得てもよい。そういう自立的な「個」と「個」との対時として、

家族内の人間を捉えてはいないということであった。冷たい関係で、個人主義を貫いては

いなかった。冷たいか冷たくないかの感情的な解釈は相応しくない。・親と子との間、祖父

母と孫との間でも、突き放した関係が生まれていないということが確認できた。定型の「お

早う」は、社会関係を見るための一つの指標だと思われる。その意味において、フィリピ

ンの７地点では、どこにおいても、他人関係が無いという団子状態が見られたということ
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になる。それが、結論である。

（‘）家族間の朝の出会いの挨拶が存在しない理由を示す一つの指標としての草葺き民家

について

日本でも高度経済成長期以前の民家は、萱葺き民家、草葺き民家が少なくなかった。瓦

屋根の家の構造でも、襖と障子の部屋で仕切られていて、家族どうしのプライバシーの保

護などという思想は微塵も見られなかった。日本の家屋では、欄間を用いた通気が工夫さ

れていて、部屋と部屋との間に風が通り、互いに光が漏れるように構成されていた。どの

部屋も一つが孤立するということは無い０密室化による空気の淀みが避けられている。隣

の部屋との境には、障子一枚か引き戸一枚しか無い。隣の人の息づかいがこちら側に聞こ

ぇてくる。いびきさえも聞こえる。そのような自他の暮らしが重なる部分を気にせず、負

担にも思わず、さりげない気遣いとして振る舞うのが、和室のライフ・スタイルなのであ

ろう。そういうところが、粋なのかも知れない０人間臭いところが特色であろう。

昭和４０年代以降の日本では、何もかもが、大きく変わった。特に家がマイホーム化し

て、核家族化した。部屋と部屋との境に開閉式のドアーが取り付けられた。トントンとド

ァーをノックして、所在を確かめることだってある０同じ一軒の家の中に、監獄か留置所

が出来たようなものである。家族の間でも、よそよそしさが生まれる。以心伝心で用事が

済んでいた家族という一体感は薄れる。気遣いが優先される。腫れ物にさわるような関係

が出来る。そういう関係になると「すみません」「お早う」「よく眠れた？」「元気？」などの

スキンシップ語が要るようになる。これが筆者の言う都市化指標（ＡＳｉｇｎｏｆＵｒｂａｎｉｚａｔｉｏｎ）

である。

こうなると、家族の者どうしが完壁に孤立化することになる。家族内の他人が一瞬にで

も確立することになる。それが日常的な在り方にでもなって行けば、朝、「お早う」とい

ぅ他人行儀なことばが交わされても、全く不思議ではなくなる。そういう時代が来たので

ある。それが、都市化というものなのだと理解しなくてはならない。

さて、先にも拙論でも述べたが、フィリピンでの民家の構造について、写真などを資料

にしつつ、朝の家族への声掛けが必ずしも必要ではないことを、以下で報告してみたい。

次の頁の「写真１フィリピンの民家」をご覧いただきたい。これは、２００３年２月２３

日に、フィリピンのサンバブロ市にあるヴィラ・エスクデオというリゾート観光施設内の

家屋である。平屋も二階建ても共に、通気性を第一に考えた草葺き家屋であり、外気を遮

断することは考えられていない。鍵もない。人の動きは外から透けて見える。しかも、部

屋を覗かれることを拒めないようになっている。個人と社会との境界はどのように仕切ら

れているのだろうかと、不思議に思われるくらいである。

ＲｏｄｒｉｇｏＤ・ＰｅｒｅｚⅢ　編：・一ＦＯＬＫＡｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ，・，１９８９，ＧｉｌｄａＣ∝ｄｅｒｏ－Ｆｅｒｎａｎｄｏｐｕｂｌｉｓｈｅｒ
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写真１フィリピンの罠蒙

†

草葺きの屋根の家。休憩所。
ＶＩＬＬＡＥＳＣＵＤＥＲＯ

ＰｌａｎｔａｔｉｏｎａｎｄＲｅｓｏｒｔ

ＳａｎＰａｂｌｏＣｉｔｙ，Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ

†

地方の民家は、竹や菅、材木などを
組み合わせて造られ、湿気を避けた
構造なので、人の声は、屋内のどこ
にいても直ぐ聞こえる。朝の挨拶の
必要が無い。

敷地内の宿泊施設にも通気の顧慮が働く０ヰ
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によれば、フィリピンにおける民家の多くは、山間地でも平野でも水上でもヤシの葉や菅

葺き民家であることが、次のように、本の冒頭部分で解説してある。

Ｉｔｉｓａｈｏｕｓｅｒｅｍａｒｋａｂｌｅｆｏｒｉｔｓｓｉｍｐｌｉｃｉｔｙ‥ＯｎｅｒＯＯｍｒｅＳｔｉｎｇｏｎｓｔｉｌｔｓａｎｄｃｏｖｅｒｅｄｂｙａ

ｓｔｅｅｐｒｏｏｆ，ａｈｏｕｓｅｏｆｗｏｏｄ，ｂａｍｂｏｏ，ａｎｄｔｈａｔｃｈ・Ｉｔｉｓａｓｗｅｌｌａｈｏｕｓｅｒｅｍａｒｋａｂｌｅｆｏｒｉｔｓ

ｖａｒｉｅｔｙ．Ｔｈｅｒｏｏｍｃｏｕｌｄｂｅｓｑｕａｒｅｏｒｒｅｃｔａｎｇｕｌａｒ；Ｓｍａｌｌ，ｊｕｓｔｅｎｏｕｇｈｆｏｒｍａｎａｎｄｗｉｆｔ，Ｏｒ

ｌａｒｇｅａｃｃｏｍｍｏｄａｔｉｎｇｆｉｖｅｏｒｍｏｒｅｆａｍｉｌｉｅｓａｎｄｓｐａｃｉｏｕｓｅｎｏｕｇｈｆｂｒｆｅｓｔｉｖｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｓ・Ｔｈｅ

ｓｔｉｌｔｓｃｏｕｌｄｂｅｆｏｕｒｏｒ５０，Ｓｌｅｎｄｅｒｏｒｍａｓｓｉｖｅ，ｔａｌｌｏｒｓｈｏｒｔ・Ｔｈｅｒｏｏｆｃｏｕｌｄｂｅｐｙｒａｍｉｄａｌ，

ｈｉｐｐｅｄｏｒｇａｂｌｅｄ，Ｐｌａｉｎｏｒｄｅｃｏｒａｔｅｄ・

Ｈｏｗｅｖｅｒｉｔｌｏｏｋｓ，ｆｆａｇｉｌｅｏｒｓｔｕｒｄｙ，ＰｒＯｕｄｏｒｕｎａｓｓｕｍｌｎ‰ｔｈｅｏｎｅ－ｒＯＯｍ，Ｓｔｅｅｐ－ｒＯＯｆｅｄ

ｈｏｕｓかＯｎ－Ｓｔｉｌｔｓｉｓａｓｐｌｅｎｄｉｄｓｈｅｌｔｅｒａｇａｉｎｓｔｔｈｅｔｒｏｐｉｃａｌｓｕｎａｎｄａｈａｒｄｙｓｕｒｖｉｖｏｒｏｆｈｉｇｈ

ｗｉｎｄｓ，ｔＯｒｒｅｎｔｉａｌｒａｉｎちａｎｄｅａｔｈｑｕａｋｅｓ・Ｉｔｗｏｒｋｓｗｅｌｌｏｎｍｏｕｎｔａｉｎｓａｓｗｅｌｌａｓｏｎｓｅａａｎｄ

ｐｌａｉｎ，ＯｎｔｈｅｓｌｏｐｅＳＯｆｔｈｅＣｏｒｄｉｌｌｅｒａ，ＯｎｔｈｅｃｏａｓｔａｎｄｗａｔｅｒｓｏｆＳｕｌｕ，Ｏｎｔｈｅｐｌａｉｎｓ，ａｎｄ

ｈｉｌｌｓｏｆＰａｎａｙａｎｄｏｆｍｏｓｔｏｆｔｈｅａｒｃｈｉｐｅｌａｇｏ・Ｉｔｉｓａｈｏｕｓｅａｓｓｔｕｒｄｙａｎｄａｄａｐｔａｂｌｅａｓｔｈｅ
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フィリピン諸島の各地で、みな、このように、写真で見るような家ばかりが見られるので

はない。また、解説にあるような、貧弱な素材の家ばかりでもない。たとえば、首都のマ

ニラ市街には、確かにコンクリートで出来た近代的な建物も見られる。特に、貧富の差が

著しいフィリピンでは、富める階層の者は、頑丈な家に居住しているだろう。彼らは、台

風や酷暑に堪えて快適に居住しているように見える。しかし、多くの平均的な民家でも、

彼らの草葺き家屋は、湿気に対して快適な対応が出来ている。ピラミッド型の屋根は台風

に堪えられるし、モンスーン気候に適している。通気性に配慮した草葺きの家であるため

に、年中高温多雨でも、平気である。しかも、床が高いので、野獣や害虫、水害から身を

守るのに良い。

暑さを凌ぐために電気で冷房するというような個室化が、あまり考えられていない。し

たがって、フィリピンの、自然な気候に身をまかせて、従順に生活するというのが、素直

な姿と見た。一年中、いつも平均２５度ぐらいの暑さだとすれば、それを受け入れるのが

自然であろう。風を取り込み、自然な通気性を楽しんだ方が良い。都市化だ、近代化だと

言えば、個室化が求められる。また、各部屋を電気で冷房して、平均１８度か２０度くらい

にしなければならない。カッターシャツー枚で仕事の出来る温度というのが、規準になる

のだろうか。それが都市である。都市の論理が、フィリピン諸島の７地点に、今後、どの

ように受け入れられ、認識されていくのか、分からない。ただ、現在、筆者が把握した限

りでは、外国人が宿泊するホテル以外は、土地の気候への対応が神経質ではないというこ

とが言えそうである。ただ「年中、居住していたわけではないので、確かなことは、分か

らない。フィリピンでも、電気で冷房をするほどに、民家でも暑さに気を遣う生活に変わ
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ったということがあるのだろうか。そうなったとすれば、都市化の徴表の一つとされるで

あろう。

アジアという地域での風土的特徴は、解釈規準にならない。なぜならば、ポーランドの

クラクフなどでも、庶民生活では、朝の家族間のあいさつが無かったと言われている。風

土だけが理由にはならない。寒いポーランドでも、家族の朝の出会いの挨拶は無いのであ

る。彼らも昔は草葺きの家であった。したがって、気候による居住環境の差は、挨拶の存

否に関わる決定的な根拠にはならないことになる。それよりも、生活様式の変化や経済文

化の著しい変化というものが、挨拶交換儀礼の存否に関わると見なす方がよいと思われる

のである。

ただし、数字で検証する段階にまで行けなかった。蓋然性を示したに過ぎない。朝のあ

いさつ語だけを取り上げたのだけれど、あいさつ儀礼は、追いかければ追いかけるほど、

幻のように舌を出して、すうっと逃げて行ってしまう。魔物である。

以上で、フィリピンの居住環境を指標にした挨拶生活の有無についての考察は終わりで

ある。

７　結論

フィリピンでの実地調査報告について、以下のように取りまとめを行う。

（１）フィリピン諸島の７地点について、あいさつ表現儀礼の質問調査を実施した。

調査票では、家族への朝の出会いのあいさつ語の有無についてと他人への朝の出会いのあ

いさつ語とに分けて質問した。フィリピンにおいても、全く両者は言い方が違っていた。

しかも、日本で言うところの「お早う」式のあいさつ語は、家族に言うことは無かった。

（２）フィリピンの７地点については、四つから五つの言語又は方言に分けられる。

それらの７地点の全てで、他人へのあいさつ語と家族へのあいさつ語とは異なっていた。

「お早う」式の言い方は、家族に対して、言い交わされない。７地点は、フィリピンでの

平均的な家庭の言語生活のはずである。ただ、ややエリートかも知れない。さて、ジャワ

島での言語生活とフィリピンのとは、同じだと言ってよいだろう。平均的階層の人々は、

家族どうしで定型的な「お早う」式のおいさつ語は使用しないということである。

（３）平均的な階層の人々は、通気性に優れた木製、草葺き家屋にも住み、密閉され

た個室の部屋に閉じこもる生活ではない。都市化という指標を家の構造で考えるならば、

平均的な階層の人々の居住環境は、開かれたものだと言って良いだろう。

以上の３点を結論として、本稿を閉じる。

－８４－
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